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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1つの同期信号ブロック、同期信号ブロックとランダムアクセス機会との間
のマッピング関係を示すために使用される情報、およびランダムアクセスチャネル(RACH)
構成情報を受信するように構成された受信ユニットと、
　前記受信ユニットによって受信された情報に基づいてランダムアクセス関連付け周期Y
を決定するように構成された処理ユニットとを含み、
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yは、X個のランダムアクセス構成周期Pを含み、Xの
値は、1、2、4、8、および16のいずれか1つであり、各ランダムアクセス関連付け周期Y内
で、最初のランダムアクセス機会は、ハーフ・フレーム内で実際に送信される同期信号ブ
ロックのうちの最初の同期信号ブロックにマッピングされる通信装置。
【請求項２】
　Xの前記値は、前記同期信号ブロックの数に関連する請求項1に記載の装置。
【請求項３】
　Xの前記値は、1つのランダムアクセス構成周期Pに含まれるランダムアクセス機会の数
に関連する請求項1または2に記載の装置。
【請求項４】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms
、または640msである請求項1から3のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
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　前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会
が存在する場合、前記1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会は、ネットワークデ
バイスへのアクセスのために使用されない請求項1から4のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会
が存在する場合、前記1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会は、いかなる同期信
号ブロックまたはいかなる同期信号ブロックグループにも関連付けられない請求項1から5
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　1つのランダムアクセス構成周期P内のランダムアクセス機会の数は、1、2、4、または8
である請求項1から6のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　前記RACH構成情報は、物理ランダムアクセスチャネル構成インデックス(PRACH) config
uration indexおよびランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔を含む請求項1から
7のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記PRACH configuration indexは、以下の項目、すなわち、プリアンブルフォーマッ
ト、ランダムアクセス構成周期、ランダムアクセスリソースが置かれるフレーム、サブフ
レームインデックス、および開始直交周波数分割多重化(OFDM)シンボルのうちの1つまた
は複数を示す請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの最大数は、8または
16である請求項1から9のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　1つのランダムアクセス機会に関連付けられる同期信号ブロックの数がNであり、1つの
ランダムアクセス機会のコンテンションベースのまたは非コンテンションベースのまたは
すべてのランダムアクセスプリアンブルの数がN1であるとき、1つの同期信号ブロックに
マッピングされるランダムアクセスプリアンブルの数N2は、floor(N1/N)またはN1/N以下
であり、floorは、最も近い整数への切り捨てを示し、
　N1の値は、4、8、12、16、20、24、28、32、36、40、44、48、52、56、60、64、128、
および256のうちの任意の1つまたは複数の値である請求項1から10のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記処理ユニットは、1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロッ
クの数に基づいてランダムアクセスプリアンブルの数の粒度を決定するように構成され、
前記ランダムアクセスプリアンブルは、ネットワークデバイスにアクセスするために使用
される請求項1から11のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　1つのランダムアクセス関連付け周期Y内で、同期信号ブロックまたは同期信号ブロック
グループは、ランダムアクセス機会に周期的にマッピングされる請求項1から12のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項１４】
　同期信号ブロックインデックス情報を取得するステップと、
　ランダムアクセス機会と同期信号ブロックとの間のマッピング関係を示すために使用さ
れる情報を受信するステップと、
　前記同期信号ブロックインデックス情報にマッピングされるランダムアクセス機会を使
用することによって前記マッピング関係についての前記情報に基づいてネットワークデバ
イスにアクセスするステップとを含み、
　ランダムアクセス関連付け周期Y内で、前記同期信号ブロックは、前記ランダムアクセ
ス機会にマッピングされ、前記ランダムアクセス関連付け周期Yは、X個のランダムアクセ
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ス構成周期Pを含み、Xの値は、1、2、4、8、または16であり、各ランダムアクセス関連付
け周期Y内で、最初のランダムアクセス機会は、ハーフ・フレーム内で実際に送信される
同期信号ブロックのうちの最初の同期信号ブロックにマッピングされる通信方法。
【請求項１５】
　Xの前記値は、前記同期信号ブロックの数に関連する請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　Xの前記値は、1つのランダムアクセス構成周期Pに含まれるランダムアクセス機会の数
にさらに関連する請求項14または15に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms
、または640msである請求項14から16のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会
が存在する場合、前記1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会は、前記ネットワー
クデバイスへのアクセスのために使用されない請求項14から17のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１９】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会
が存在する場合、前記1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会は、いかなる同期信
号ブロックまたはいかなる同期信号ブロックグループにも関連付けられない請求項14から
18のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　1つのランダムアクセス構成周期P内のランダムアクセス機会の数は、1、2、4、または8
である請求項14から19のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　XまたはYの値は、以下の3つのパラメータ、すなわち、実際に送信される同期信号ブロ
ックまたは同期信号ブロックグループの数、1つのランダムアクセス機会にマッピングさ
れる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数、およびランダムアクセス構
成周期Pに含まれるランダムアクセス機会の数に関連する請求項14から20のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項２２】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの最大数は、8または
16である請求項14から21のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの数がNであり、1つ
のランダムアクセス機会のコンテンションベースのまたは非コンテンションベースのまた
はすべてのランダムアクセスプリアンブルの数がN1であるとき、1つの同期信号ブロック
にマッピングされるランダムアクセスプリアンブルの数N2は、floor(N1/N)またはN1/N以
下であり、floorは、最も近い整数への切り捨てを示し、
　N1の値は、4、8、12、16、20、24、28、32、36、40、44、48、52、56、60、64、128、
および256のうちの任意の1つまたは複数の値である請求項14から22のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項２４】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの数に基づいてラン
ダムアクセスプリアンブルの数の粒度を決定するステップであって、前記ランダムアクセ
スプリアンブルは、前記ネットワークデバイスにアクセスするために使用される、ステッ
プをさらに含む請求項14から23のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　1つのランダムアクセス関連付け周期Y内で、同期信号ブロックまたは同期信号ブロック
グループは、ランダムアクセス機会に周期的にマッピングされる請求項14から24のいずれ
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か一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記RACH構成情報は、物理ランダムアクセスチャネル構成インデックス(PRACH) config
uration indexおよびランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔を含む請求項14に
記載の方法。
【請求項２７】
　前記PRACH configuration indexは、以下の項目、すなわち、プリアンブルフォーマッ
ト、ランダムアクセス構成周期、ランダムアクセスリソースが置かれるフレーム、サブフ
レームインデックス、および開始直交周波数分割多重化(OFDM)シンボルのうちの1つまた
は複数を示す請求項26に記載の方法。
【請求項２８】
　コンピュータプログラムを記憶し、前記コンピュータプログラムがコンピュータによっ
て実行されるとき、前記コンピュータは請求項14から27のいずれか一項に記載の方法を行
うことを可能にされる、コンピュータ可読記録媒体。
【請求項２９】
　少なくとも1つの同期信号ブロック、同期信号ブロックとランダムアクセス機会との間
のマッピング関係を示すために使用される情報、およびランダムアクセスチャネル(RACH)
構成情報を送信するように構成された送信ユニットと、
　ランダムアクセス関連付け周期Y内に端末デバイスのアクセス要求を受信するように構
成された受信ユニットとを含み、
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yは、X個のランダムアクセス構成周期Pを含み、Xの
値は、1、2、4、8、および16のいずれか1つであり、各ランダムアクセス関連付け周期Y内
で、最初のランダムアクセス機会は、ハーフ・フレーム内で実際に送信される同期信号ブ
ロックのうちの最初の同期信号ブロックにマッピングされる通信装置。
【請求項３０】
　Xの前記値は、送信される同期信号ブロックの数に関連する請求項29に記載の装置。
【請求項３１】
　Xの前記値は、1つのランダムアクセス構成周期Pに含まれるランダムアクセス機会の数
に関連する請求項29または30に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms
、または640msである請求項29から31のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３３】
　前記受信ユニットは、前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りの
ランダムアクセス機会が存在する場合、前記残りのランダムアクセス機会に前記端末デバ
イスの前記アクセス要求を受信しないように構成される請求項29から32のいずれか一項に
記載の装置。
【請求項３４】
　前記RACH構成情報は、物理ランダムアクセスチャネル構成インデックスPRACH configur
ation indexおよびランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔を含む請求項29から3
3のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３５】
　前記PRACH configuration indexは、以下の項目、すなわち、プリアンブルフォーマッ
ト、ランダムアクセス構成周期、ランダムアクセスリソースが置かれるフレーム、サブフ
レームインデックス、および開始直交周波数分割多重化(OFDM)シンボルのうちの1つまた
は複数を示す請求項34に記載の装置。
【請求項３６】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの最大数は、8または
16である請求項29から35のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３７】
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　1つのランダムアクセス関連付け周期Y内で、同期信号ブロックまたは同期信号ブロック
グループは、ランダムアクセス機会に周期的にマッピングされる請求項29から36のいずれ
か一項に記載の装置。
【請求項３８】
　少なくとも1つの同期信号ブロック、同期信号ブロックとランダムアクセス機会との間
のマッピング関係を示すために使用される情報、およびランダムアクセスチャネル(RACH)
構成情報を送信するステップと、ランダムアクセス関連付け周期Y内に端末デバイスのア
クセス要求を受信するステップとを含み、
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yは、X個のランダムアクセス構成周期Pを含み、Xの
値は、1、2、4、8、および16のいずれか1つであり、各ランダムアクセス関連付け周期Y内
で、最初のランダムアクセス機会は、ハーフ・フレーム内で実際に送信される同期信号ブ
ロックのうちの最初の同期信号ブロックにマッピングされる通信方法。
【請求項３９】
　Xの前記値は、送信される同期信号ブロックの数に関連する請求項38に記載の方法。
【請求項４０】
　Xの前記値は、1つのランダムアクセス構成周期Pに含まれるランダムアクセス機会の数
に関連する請求項38または39に記載の方法。
【請求項４１】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms
、または640msである請求項38から40のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ランダムアクセス関連付け周期Y内に1つまたは複数の残りのランダムアクセス機会
が存在する場合、前記残りのランダムアクセス機会に前記端末デバイスの前記アクセス要
求が受信されない請求項38から41のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４３】
　前記RACH構成情報は、物理ランダムアクセスチャネル構成インデックスPRACH configur
ation indexおよびランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔を含む請求項38から4
2のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４４】
　前記PRACH configuration indexは、以下の項目、すなわち、プリアンブルフォーマッ
ト、ランダムアクセス構成周期、ランダムアクセスリソースが置かれるフレーム、サブフ
レームインデックス、および開始直交周波数分割多重化(OFDM)シンボルのうちの1つまた
は複数を示す請求項43に記載の方法。
【請求項４５】
　1つのランダムアクセス機会にマッピングされる同期信号ブロックの最大数は、8または
16である請求項38から44のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４６】
　1つのランダムアクセス関連付け周期Y内で、同期信号ブロックまたは同期信号ブロック
グループは、ランダムアクセス機会に周期的にマッピングされる請求項38から45のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項４７】
　コンピュータプログラムを記憶し、前記コンピュータプログラムがコンピュータによっ
て実行されるとき、前記コンピュータが請求項38から46のいずれか一項に記載の方法を行
うことを可能にされるコンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる2018年1月12日に中国国家知
識産権局に出願した「COMMUNICATIONS METHOD AND APPARATUS」と題した中国特許出願第2
01810032285.5号に基づき優先権を主張するものである。
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【０００２】
　本出願は、通信技術の分野に関し、特に、通信方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　端末デバイスと通信する前に、基地局は、まず、アップリンクおよびダウンリンクの同
期を実行する必要がある。ダウンリンクの同期中に、基地局は、複数の送信ビームを使用
することによってダウンリンク同期信号を送信する。端末デバイスは、最適なダウンリン
ク送信および受信ビームペア、時間情報、ならびにシステム情報を取得するために、1つ
または複数の受信ビームを使用することによってダウンリンク同期信号を受信し、検出す
る。アップリンクの同期は、ランダムアクセスプロセスの助けを借りて成し遂げられる。
端末デバイスが、まず、ランダムアクセス信号を送信する。基地局は、最適なアップリン
ク送信および受信ビームペア、アップリンクの時間などを取得し、最終的に、基地局と端
末デバイスとの間のアップリンクの同期を実施するためにランダムアクセス信号を検出す
る。
【０００４】
　新無線(new radio、NR)通信システムにおいては、異なるランダムアクセスリソースが
、異なるビームと関連付け関係にありえ、または基地局が、異なるランダムアクセスリソ
ース上でアップリンク信号を受信するために異なるビームを使用する。したがって、基地
局の異なるビームは、異なる基地局カバレッジエリアを有しうる。端末デバイスは、異な
るエリア内でアップリンク信号を送信するかまたはダウンリンク信号を受信する。基地局
によって受信されるアップリンク信号または端末デバイスによって受信されるダウンリン
ク信号は、異なる復調または検出性能を有する。図1に示されるように、端末デバイスが
あるエリアに揃えられたビームの方向に端末デバイスがアップリンク信号を送信するとき
、基地局によって受信される信号は最良の復調もしくは検出性能を有し、または端末デバ
イスがあるエリアに揃えられていないビームの方向に端末デバイスがアップリンク信号を
送信するとき、基地局によって受信される信号は、比較的低い復調もしくは検出性能を有
する。したがって、基地局と端末デバイスとの間のアップリンクの同期を実施するとき、
端末デバイスは、ランダムアクセスプロセスにおいて、アップリンク信号を送信するため
に好適なまたは最適な基地局の受信ビームまたはダウンリンク信号を受信するために最適
な基地局の送信ビームを選択する必要がある。
【０００５】
　端末デバイスが初期アクセスプロセスを実行するとき、端末デバイスは、まず、ダウン
リンク同期信号ブロックからビーム情報を取得する。したがって、ダウンリンク同期信号
ブロックは、ランダムアクセスリソースと関連付け関係にあるべきである。しかし、ダウ
ンリンク同期信号ブロックをランダムアクセスリソースと関連付けるための解決策は、提
供されていない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本出願は、ダウンリンク同期信号ブロックをランダムアクセスリソースとどのようにし
て関連付けるべきかについての問題を解決するための通信方法および装置を提供する。
【０００７】
　本出願の態様によれば、ダウンリンク同期信号ブロックインデックス情報を端末デバイ
スによって取得するステップと、1つまたは複数のランダムアクセス機会(RO: random acc
ess occasion)と同期信号ブロックとの間の関連付け関係を示すために使用される情報を
端末デバイスによって受信するステップと、同期信号ブロックインデックス情報に対応す
るROにおいて情報に基づいて端末デバイスによってネットワークデバイスにアクセスする
ステップとを含み、ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係が、以下、すなわち、1
つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が、少なくとも1/Fであるかもしくは多く
ともPであり、Fは、周波数領域におけるROの数であり、Pは、実際に送信される同期信号
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ブロックの数に関連すること、ならびに/またはN個の同期信号ブロックもしくはN個の同
期信号ブロックグループが、周波数領域において1つのROに関連付けられるかもしくは周
波数領域においてすべてのROに関連付けられること、ならびに/または1つのランダムアク
セスリソース構成周期がPであるとき、X個のランダムアクセスチャネル(random-access c
hannel、RACH)リソース構成周期Y内の最初のRACHリソースは、同じ同期信号ブロックに関
連付けられ、PおよびXは、整数であり、Yは、PにXを乗じた数に等しいことのうちの少な
くとも1つである通信方法が、提供される。端末デバイスは、以下の方法でダウンリンク
同期信号ブロックインデックス情報を取得しうる。端末デバイスは、ダウンリンク同期信
号ブロックを受信し、ダウンリンク同期信号ブロックは、インデックス情報を搬送する。
この態様においては、各ダウンリンク同期信号に関連付けられるランダムアクセスリソー
スの時間-周波数位置が示され、それによって端末デバイスは、ダウンリンクの同期を通
じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネットワークデバイスがランダムアクセス信号を
受信するときに起こるネットワークデバイスのビームの食い違いとを防止するために、ア
ップリンクランダムアクセス信号を送信するための時間-周波数位置を取得し、それによ
り効率を高める。
【０００８】
　可能な実装においては、関連付け関係がN個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号ブ
ロックグループが周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数領域にお
いてすべてのROに関連付けられることであるとき、方法は、端末デバイスによってネット
ワークデバイスから指示情報を受信するステップであって、指示情報が、N個の同期信号
ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグループが周波数領域において1つのROに関連付
けられることを示すために使用されるか、またはN個の同期信号ブロックもしくはN個の同
期信号ブロックグループが周波数領域においてすべてのROに関連付けられることを示すた
めに使用される、ステップをさらに含む。
【０００９】
　他の可能な実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり、X個
のRACHリソース構成周期毎の最初のRACHリソースが同じ同期信号ブロックに関連付けられ
るとき、Xは、ネットワークデバイスから受信されるかもしくは予め記憶され、および/ま
たはYは、ネットワークデバイスから受信されるかもしくは予め記憶される。
【００１０】
　さらに他の可能な実装において、Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms、
または640msである。
【００１１】
　さらに他の可能な実装において、Xの値は、同期信号ブロックの数に関連するか、また
はXの値は、1つのランダムアクセスリソース構成周期内のランダムアクセスリソースの数
に関連するか、またはXの値は、1、2、4、8、または16である。
【００１２】
　さらに他の可能な実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり
、X個のランダムアクセスリソース構成周期毎の最初のランダムアクセスリソースが同じ
同期信号ブロックに関連付けられるとき、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソ
ースが存在する場合、端末デバイスは、残りのランダムアクセスリソース上でネットワー
クデバイスにアクセスしない。
【００１３】
　さらなる可能な実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり、
X個のランダムアクセスリソース構成周期毎の最初のランダムアクセスリソースが同じ同
期信号ブロックに関連付けられるとき、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソー
スが存在する場合、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースは、最初の同期信
号ブロック、もしくは最後の同期信号ブロック、もしくは前のX個の周期内の終わりの同
期信号ブロックの次の同期信号ブロックから始まって関連付けられるか、または上述の3
つの関連付け関係のうちの任意の1つまたは複数が、異なるX個の周期において使用される
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。
【００１４】
　さらなる可能な実装においては、関連付け関係がN個の同期信号ブロックまたはN個の同
期信号ブロックグループが周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数
領域においてすべてのROに関連付けられるとき、実際に送信される同期信号ブロックまた
は同期信号ブロックグループの数Nが1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの、ネッ
トワークデバイスによって構成された数によって割り切れない場合、ネットワークデバイ
スによって構成された数の整数倍である同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグルー
プの数が対応するROに関連付けられた後、残りの同期信号ブロックまたはダウンリンク同
期信号ブロックグループは、他の1つまたは複数のROに関連付けられる。Nは、1以上であ
る。
【００１５】
　さらなる可能な実装においては、ランダムアクセスリソース構成周期またはランダムア
クセスリソース関連付け周期内のランダムアクセスリソースの数が、同期信号ブロックま
たは同期信号ブロックグループの数に関連する。
【００１６】
　それに対応して、通信装置が、提供され、上述の通信方法を実施することができる。た
とえば、通信装置は、(ベースバンドチップもしくは通信チップなどの)チップまたは(端
末デバイスなどの)デバイスでありうる。通信装置は、ソフトウェアもしくはハードウェ
アを使用することによって、または対応するソフトウェアを実行するハードウェアを使用
することによって上述の方法を実施しうる。
【００１７】
　可能な実装において、通信装置の構造は、プロセッサおよびメモリを含む。プロセッサ
は、装置が上述の通信方法の対応する機能を実行するのをサポートするように構成される
。メモリは、プロセッサに結合するように構成され、メモリは、装置のために必要なプロ
グラム(命令)および/またはデータを格納する。任意で、通信装置は、装置と他のネット
ワーク要素との間の通信をサポートするように構成された通信インターフェースをさらに
含みうる。
【００１８】
　他の可能な実装において、通信装置は、受信ユニットおよび処理ユニットを含みうる。
受信ユニットは、上述の方法の受信機能を実施するように構成される。処理ユニットは、
上述の方法の処理機能を実施するように構成される。たとえば、受信ユニットは、ダウン
リンク信号を受信するように構成され、ダウンリンク信号は、同期信号ブロックインデッ
クス情報を搬送する。受信ユニットは、ランダムアクセス機会ROと同期信号ブロックとの
間の関連付け関係を示すために使用される情報を受信するようにさらに構成される。処理
ユニットは、受信ユニットから同期信号ブロックインデックス情報およびランダムアクセ
ス機会ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係を取得し、同期信号ブロックインデッ
クス情報に対応するROにおいてネットワークデバイスにアクセスするように構成される。
ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係は、以下、すなわち、1つのROに関連付けら
れる同期信号ブロックの数が、少なくとも1/Fであるかもしくは多くともPであり、Fは、
周波数領域におけるROの数であり、Pは、実際に送信される同期信号ブロックの数に関連
すること、ならびに/またはN個の同期信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグル
ープが、周波数領域において1つのROに関連付けられるかもしくは周波数領域においてす
べてのROと関連付けられること、ならびに/または1つのランダムアクセスリソース構成周
期がPであるとき、X個のRACHリソース構成周期Y毎の最初のRACHリソースが同じ同期信号
ブロックに関連付けられ、PおよびXは、整数であり、Yは、PにXを乗じた数に等しいこと
のうちの少なくとも1つである。処理ユニットは、以下の方法で同期信号ブロックインデ
ックス情報を取得しうる。受信ユニットは、同期信号ブロックを受信し、同期信号ブロッ
クは、インデックス情報を搬送し、処理ユニットは、受信ユニットから同期信号ブロック
のインデックス情報を取得する。
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【００１９】
　通信装置がチップであるとき、受信ユニットは、入力ユニット、たとえば、入力回路ま
たは入力通信インターフェースでありえ、送信ユニットは、出力ユニット、たとえば、出
力回路または出力通信インターフェースでありうる。通信装置がデバイスであるとき、受
信ユニットは、受信器でありえ、送信ユニットは、送信器でありうる。
【００２０】
　本出願の他の態様によれば、ネットワークデバイスによって端末デバイスにダウンリン
ク同期信号ブロックインデックス情報を送信するステップと、ランダムアクセスリソース
ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係を示すために使用される情報をネットワーク
デバイスによって端末デバイスに送信するステップと、同期信号ブロックインデックス情
報に対応するROにおいて端末デバイスによって送信されるランダムアクセス信号をネット
ワークデバイスによって受信するステップとを含む通信方法が、提供される。この態様に
おいては、各ダウンリンク同期信号に関連付けられるランダムアクセスリソースの時間-
周波数位置が示され、それによって端末デバイスは、ダウンリンクの同期を通じ、端末デ
バイスのやみくもな試行と、ネットワークデバイスがランダムアクセス信号を受信すると
きに起こるネットワークデバイスのビームの食い違いとを防止するために、アップリンク
ランダムアクセス信号を送信するための時間-周波数位置を取得し、それにより効率を高
める。
【００２１】
　それに対応して、通信装置が、提供され、上述の通信方法を実施することができる。た
とえば、通信装置は、(ベースバンドチップもしくは通信チップなどの)チップまたは(ネ
ットワークデバイスもしくはベースバンド処理ボードなどの)デバイスでありうる。通信
装置は、ソフトウェアもしくはハードウェアを使用することによって、または対応するソ
フトウェアを実行するハードウェアを使用することによって上述の方法を実施しうる。
【００２２】
　可能な実装において、通信装置の構造は、プロセッサおよびメモリを含む。プロセッサ
は、装置が上述の通信方法の対応する機能を実行するのをサポートするように構成される
。メモリは、プロセッサに結合するように構成され、メモリは、装置のために必要なプロ
グラム(命令)およびデータを記憶する。任意で、通信装置は、装置と他のネットワーク要
素との間の通信をサポートするように構成された通信インターフェースをさらに含みうる
。
【００２３】
　他の可能な実装において、通信装置は、受信ユニットおよび送信ユニットを含みうる。
受信ユニットおよび送信ユニットは、上述の方法の受信機能および送信機能をそれぞれ実
施するように構成される。たとえば、送信ユニットは、端末デバイスにダウンリンク同期
信号ブロックインデックス情報を送信するように構成される。送信ユニットは、ランダム
アクセスリソースROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係を示すために使用される情
報を端末デバイスに送信するようにさらに構成される。受信ユニットは、同期信号ブロッ
クインデックス情報に対応するROにおいて端末デバイスによって送信されるランダムアク
セス信号を受信するように構成される。
【００２４】
　通信装置がチップであるとき、受信ユニットは、入力ユニット、たとえば、入力回路ま
たは入力通信インターフェースでありえ、送信ユニットは、出力ユニット、たとえば、出
力回路または出力通信インターフェースでありうる。通信装置がデバイスであるとき、受
信ユニットは、(レシーバとも呼ばれる)受信器でありえ、送信ユニットは、(トランスミ
ッタとも呼ばれる)送信器でありうる。
【００２５】
　本出願のさらに他の態様によれば、ネットワークデバイスによって送信された第1の情
報および/もしくは第2の情報を端末デバイスによって受信するステップであって、第1の
情報が、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信するように命じるた
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めに使用され、および/もしくは第2の情報が、第2の時間周波数リソース上で第2のアップ
リンク信号を送信するように命じるために使用される、ステップと、第1の情報によって
示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示
される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、第1の時間周波数リソース内の第3の時
間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによってネットワークデバ
イスに第1のアップリンク信号を送信するステップ、または第2の情報によって示される第
2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の
時間周波数リソースに含まれるとき、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソ
ース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによってネットワークデバイスに第2の
アップリンク信号を送信するステップ、または第1の情報によって示される第1の時間周波
数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数
リソース内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、端末デバイスによって第1の時間周
波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し、および/もし
くは端末デバイスによって第2の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のア
ップリンク信号を送信するステップとを含む通信方法が、提供される。この態様において
、端末デバイスは、時間周波数リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する
。このようにして、アップリンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されること
が可能であり、信号受信性能が高められる。
【００２６】
　可能な実装において、第1のアップリンク信号は、以下、すなわち、周期的信号、準静
的信号、準永続的信号、周期的サウンディング基準信号、周期的復調基準信号、周期的物
理アップリンク共有チャネル信号、周期的物理アップリンク制御チャネル信号、および動
的スケジューリング/構成信号のうちの少なくとも1つであり、第2のアップリンク信号は
、ランダムアクセス信号である。
【００２７】
　他の可能な実装において、ネットワークデバイスによって送信された第1の情報および/
もしくは第2の情報を端末デバイスによって受信するステップは、ネットワークデバイス
によって送信された第1の情報および/または第2の情報を、下記の情報の少なくとも1つの
種類を使用することによって端末デバイスによって受信することを特に含み、下記の情報
の少なくとも1つの種類は、システム情報、無線リソース制御シグナリング、ダウンリン
ク制御チャネル、および媒体アクセス制御制御要素(MAC CE)を含む。
【００２８】
　さらに他の実装において、方法は、端末デバイスによって第3の情報を受信するステッ
プであって、第3の情報が、アップリンク信号送信プリコーディングタイプを含み、アッ
プリンク信号送信プリコーディングタイプが、第1の種類および第2の種類を含む、ステッ
プと、第1の情報、第2の情報、および第3の情報に基づいて端末デバイスによってネット
ワークデバイスにアップリンク信号を送信するステップとをさらに含む。
【００２９】
　さらに他の可能な実装において、方法は、アップリンク信号送信プリコーディングタイ
プが第1の種類であり、および/もしくは第1の情報によって示される第1の時間周波数リソ
ース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソー
ス内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、端末デバイスによって第1の時間周波数リ
ソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し、および/もしくは端
末デバイスによって第2の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のアップリ
ンク信号を送信するステップ、またはアップリンク信号送信プリコーディングタイプが第
2の種類であり、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波
数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、第1
の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末
デバイスによってネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信するステップ、
またはアップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第2の情報によ



(11) JP 6972292 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

って示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によっ
て示される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、第2の時間周波数リソース内の第4
の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによってネットワーク
デバイスに第2のアップリンク信号を送信するステップをさらに含む。
【００３０】
　それに対応して、通信装置が、提供され、上述の通信方法を実施することができる。た
とえば、通信装置は、(ベースバンドチップもしくは通信チップなどの)チップまたは(端
末デバイスなどの)デバイスでありうる。通信装置は、ソフトウェアもしくはハードウェ
アを使用することによって、または対応するソフトウェアを実行するハードウェアを使用
することによって上述の方法を実施しうる。
【００３１】
　可能な実装において、通信装置の構造は、プロセッサおよびメモリを含む。プロセッサ
は、装置が上述の通信方法の対応する機能を実行するのをサポートするように構成される
。メモリは、プロセッサに結合するように構成され、メモリは、装置のために必要なプロ
グラム(命令)および/またはデータを記憶する。任意で、通信装置は、装置と他のネット
ワーク要素との間の通信をサポートするように構成された通信インターフェースをさらに
含みうる。
【００３２】
　他の可能な実装において、通信装置は、送信ユニット、受信ユニット、および処理ユニ
ットを含みうる。送信ユニットおよび受信ユニットは、上述の方法の送信機能および受信
機能をそれぞれ実施するように構成される。処理ユニットは、上述の方法の処理機能を実
施するように構成される。たとえば、受信ユニットは、ネットワークデバイスによって送
信された第1の情報および/または第2の情報を受信するように構成され、第1の情報は、第
1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信するように命じるために使用さ
れ、および/または第2の情報は、第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を
送信するように命じるために使用され、送信ユニットは、第1の情報によって示される第1
の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の
時間周波数リソースに含まれるとき、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソ
ース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送
信するように構成され、または第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の
第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含ま
れるとき、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソ
ース上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成さ
れ、または第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リ
ソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソ
ースと重なるとき、第1の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリ
ンク信号を送信し、および/もしくは第2の時間周波数リソース上でネットワークデバイス
に第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成される。
【００３３】
　通信装置がチップであるとき、受信ユニットは、入力ユニット、たとえば、入力回路ま
たは入力通信インターフェースでありえ、送信ユニットは、出力ユニット、たとえば、出
力回路または出力通信インターフェースでありうる。通信装置がデバイスであるとき、受
信ユニットは、(レシーバとも呼ばれる)受信器でありえ、送信ユニットは、(トランスミ
ッタとも呼ばれる)送信器でありうる。
【００３４】
　本出願のさらに他の態様によれば、ネットワークデバイスによって端末デバイスに第1
の情報および/もしくは第2の情報を送信するステップであって、第1の情報が、第1の時間
周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信するように命じるために使用され、お
よび/もしくは第2の情報が、第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信
するように命じるために使用される、ステップと、第1の情報によって示される第1の時間
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周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周
波数リソースに含まれるとき、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以
外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を
ネットワークデバイスによって受信するステップ、または第2の情報によって示される第2
の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の
時間周波数リソースに含まれるとき、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソ
ース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク
信号をネットワークデバイスによって受信するステップ、または第1の情報によって示さ
れる第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示され
る第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、第1の時間周波
数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号をネットワーク
デバイスによって受信し、および/もしくは第2の時間周波数リソース上で端末デバイスに
よって送信される第2のアップリンク信号をネットワークデバイスによって受信するステ
ップとを含む通信方法が、提供される。この態様において、端末デバイスは、時間周波数
リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する。このようにして、アップリン
ク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されることが可能であり、ネットワークデ
バイスの信号受信性能が高められる。
【００３５】
　可能な実装において、方法は、ネットワークデバイスによって端末デバイスに第3の情
報を送信するステップであって、第3の情報が、アップリンク信号送信プリコーディング
タイプを含み、アップリンク信号送信プリコーディングタイプが、第1の種類および第2の
種類を含む、ステップと、第1の情報、第2の情報、および第3の情報に基づいて端末デバ
イスによって送信されるアップリンク信号をネットワークデバイスによって受信するステ
ップとをさらに含む。
【００３６】
　他の可能な実装において、方法は、アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第
1の種類であり、および/もしくは第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内
の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の
第4の時間周波数リソースと重なるとき、第1の時間周波数リソース上で端末デバイスによ
って送信される第1のアップリンク信号をネットワークデバイスによって受信し、および/
もしくは第2の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリン
ク信号をネットワークデバイスによって受信するステップ、またはアップリンク信号送信
プリコーディングタイプが第2の種類であり、第1の情報によって示される第1の時間周波
数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数
リソースに含まれるとき、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の
時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号をネッ
トワークデバイスによって受信するステップ、またはアップリンク信号送信プリコーディ
ングタイプが第2の種類であり、第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内
の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含
まれるとき、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リ
ソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号をネットワークデバ
イスによって受信するステップをさらに含む。
【００３７】
　それに対応して、通信装置が、提供され、上述の通信方法を実施することができる。た
とえば、通信装置は、(ベースバンドチップもしくは通信チップなどの)チップまたは(ネ
ットワークデバイスもしくはベースバンド処理ボードなどの)デバイスでありうる。通信
装置は、ソフトウェアもしくはハードウェアを使用することによって、または対応するソ
フトウェアを実行するハードウェアを使用することによって上述の方法を実施しうる。
【００３８】
　可能な実装において、通信装置の構造は、プロセッサおよびメモリを含む。プロセッサ
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は、装置が上述の通信方法の対応する機能を実行するのをサポートするように構成される
。メモリは、プロセッサに結合するように構成され、メモリは、装置のために必要なプロ
グラム(命令)およびデータを記憶する。任意で、通信装置は、装置と他のネットワーク要
素との間の通信をサポートするように構成された通信インターフェースをさらに含みうる
。
【００３９】
　他の可能な実装において、通信装置は、受信ユニットおよび送信ユニットを含みうる。
受信ユニットおよび送信ユニットは、上述の方法の受信機能および送信機能をそれぞれ実
施するように構成される。たとえば、送信ユニットは、端末デバイスに第1の情報および/
または第2の情報を送信するように構成され、第1の情報は、第1の時間周波数リソース上
で第1のアップリンク信号を送信するように命じるために使用され、および/または第2の
情報は、第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信するように命じるた
めに使用され、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波
数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、受信
ユニットは、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リ
ソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するようにさ
らに構成されるか、または第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4
の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれる
とき、受信ユニットは、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時
間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信す
るようにさらに構成されるか、または第1の情報によって示される第1の時間周波数リソー
ス内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース
内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、受信ユニットは、第1の時間周波数リソース
上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するようにさらに構
成され、および/もしくは受信ユニットは、第2の時間周波数リソース上で端末デバイスに
よって送信される第2のアップリンク信号を受信するようにさらに構成される。
【００４０】
　通信装置がチップであるとき、受信ユニットは、入力ユニット、たとえば、入力回路ま
たは入力通信インターフェースでありえ、送信ユニットは、出力ユニット、たとえば、出
力回路または出力通信インターフェースでありうる。通信装置がデバイスであるとき、受
信ユニットは、(レシーバとも呼ばれる)受信器でありえ、送信ユニットは、(トランスミ
ッタとも呼ばれる)送信器でありうる。
【００４１】
　本出願のさらに他の態様によれば、コンピュータ可読記録媒体が提供される。コンピュ
ータ可読記録媒体は、命令を記憶し、命令がコンピュータ上で実行されるとき、コンピュ
ータは、上述の態様による方法を行うことを可能にされる。
【００４２】
　本出願のさらなる態様によれば、命令を含むコンピュータプログラム製品が提供され、
コンピュータプログラム製品がコンピュータ上で実行されるとき、コンピュータは上述の
態様による方法を行うことを可能にされる。
【００４３】
　本出願の実施形態のまたは背景技術の技術的な解決策をより明瞭に説明するために、以
下で、本出願の実施形態または背景技術を説明するために必要とされる添付の図面を簡潔
に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本出願が適用可能である通信システムの概略的な図である。
【図２ａ】ダウンリンク信号の送信の概略的な図である。
【図２ｂ】時分割によって行われるランダムアクセス信号の受信の概略的な図である。
【図３】本出願の実施形態による通信方法のインタラクションプロセスの概略的な図であ
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る。
【図４ａ】本出願の例におけるランダムアクセスの機会と同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループとの間の関連付けの概略的な図である。
【図４ｂ】本出願の例におけるランダムアクセスの機会と同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループとの間の関連付けの概略的な図である。
【図４ｃ】本出願の例におけるランダムアクセスの機会と同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループとの間の関連付けの概略的な図である。
【図４ｄ】本出願の例におけるランダムアクセスの機会と同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループとの間の関連付けの概略的な図である。
【図４ｅ】本出願の例におけるランダムアクセスの機会と同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループとの間の関連付けの概略的な図である。
【図５】本出願の実施形態による他の通信方法のインタラクションプロセスの概略的な図
である。
【図６】実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの指示の概
略的な図である。
【図７】本出願の実施形態による通信装置の概略的な構造図である。
【図８】本出願の実施形態による他の通信装置の概略的な構造図である。
【図９】本出願の実施形態によるさらに他の通信装置の概略的な構造図である。
【図１０】本出願の実施形態によるさらに他の通信装置の概略的な構造図である。
【図１１】本出願の実施形態による通信装置のハードウェアの概略的な構造図である。
【図１２】本出願の実施形態による他の通信装置のハードウェアの概略的な構造図である
。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下で、本出願の実施形態の添付の図面を参照して本出願の実施形態を説明する。
【００４６】
　図1の通信システムの概略的な図に示されるように、本出願の解決策は、通信システム
に適用可能である。通信システムは、少なくとも1つのネットワークデバイス(図には1つ
のネットワークデバイスのみ、たとえば、gNBが示される)およびネットワークデバイスに
接続された1つまたは複数の端末デバイス(図には4つのUE、すなわち、UE1からUE4が示さ
れる)を含みうる。
【００４７】
　ネットワークデバイスは、端末デバイスと通信することができるデバイスでありうる。
ネットワークデバイスは、ワイヤレス送信および受信機能を有する任意のデバイスであり
うる。ネットワークデバイスは、基地局(たとえば、NodeB、進化型NodeB eNodeB、第5世
代(the fifth generation、5G)通信システムの基地局、将来の通信システムの基地局もし
くはネットワークデバイス、またはアクセスノード、ワイヤレス中継ノード、またはWi-F
iシステムのワイヤレスバックホールノード)を含むがこれに限定されない。あるいは、ネ
ットワークデバイスは、クラウド無線アクセスネットワーク(cloud radio access networ
k、CRAN)のシナリオにおいては無線コントローラでありうる。あるいは、ネットワークデ
バイスは、5Gネットワークのネットワークデバイスもしくは将来の進化型ネットワークの
ネットワークデバイスでありえ、またはウェアラブルデバイス、車載デバイスなどであり
うる。あるいは、ネットワークデバイスは、スモールセル、送信ノード(transmission re
ference point、TRP)などでありうる。確かに、本出願は、それらに限定されない。
【００４８】
　端末デバイスは、ワイヤレス送信および受信機能を有するデバイスである。端末デバイ
スは、地上に展開配置されてもよく、屋内もしくは屋外のデバイス、ハンドヘルドデバイ
ス、ウェアラブルデバイス、または車載デバイスを含むか、水面(たとえば、船)に展開配
置されてもよく、あるいは空中(たとえば、飛行機、気球、または衛星)に展開配置されて
もよい。端末デバイスは、モバイル電話機(mobile phone)、タブレットコンピュータ(Pad
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)、ワイヤレス送信および受信機能を有するコンピュータ、仮想現実(Virtual Reality、V
R)端末デバイス、拡張現実(Augmented Reality、AR)端末デバイス、産業用制御(industri
al control)に関連するワイヤレス端末、自動運転(self driving)に関連するワイヤレス
端末、遠隔医療(remote medical)に関連するワイヤレス端末、スマートグリッド(smart g
rid)に関連するワイヤレス端末、運輸の安全(transportation safety)に関連するワイヤ
レス端末、スマートシティ(smart city)に関連するワイヤレス端末、スマートホーム(sma
rt home)に関連するワイヤレス端末などでありうる。応用のシナリオは、本出願の実施形
態において限定されない。ときには、端末デバイスは、あるいは、ユーザ機器(user equi
pment、UE)、アクセス端末デバイス、UEユニット、UE局、移動局、モバイルコンソール、
遠隔局、リモート端末デバイス、モバイルデバイス、UE端末デバイス、端末デバイス、端
末(terminal)、ワイヤレス通信デバイス、UEエージェント、UE装置などと呼ばれうる。
【００４９】
　用語「システム」および「ネットワーク」は、本出願の実施形態において交換可能に使
用されうることに留意されたい。用語「複数の」は、2つまたは3つ以上を意味する。これ
を考慮して、用語「複数の」は、本出願の実施形態においては「少なくとも2つの」とも
理解されうる。用語「および/または(and/or)」は、関連する対象を説明するための関連
付け関係を示し、3つの関係が存在しうることを表す。たとえば、Aおよび/またはBは、次
の3つの場合、すなわち、Aのみが存在する場合、AとBとの両方が存在する場合、およびB
のみが存在する場合を表しうる。加えて、文字「/」は、特に指定されないかぎり、通常
、関連する対象の間の「または(or)」の関係を表す。
【００５０】
　図1に示されるように、基地局は、複数のビームを使用することによってセルのカバレ
ッジを実施する。基地局は、端末デバイスと通信するために、たとえば、ランダムアクセ
スプリアンブル信号を受信するため、またはランダムアクセス応答を送信するために好適
なビーム方向を必要とする。ダウンリンク同期プロセスにおいて、端末デバイスは、ダウ
ンリンク信号を送信するための基地局の送信ビームおよび端末の受信ビームを取得しうる
。アップリンクランダムアクセス信号の送信および受信プロセスにおいて、基地局は、ア
ップリンクにおいて送信された信号および基地局の受信ビームを取得しうる。効率を高め
るために、ダウンリンク信号とランダムアクセスリソース/プリアンブルとの間に関連付
け関係が存在する。
【００５１】
　本出願の実施形態は、通信方法および装置を提供する。各ダウンリンク同期信号に関連
付けられるランダムアクセスリソースの時間-周波数位置が示され、それによって端末デ
バイスは、ダウンリンクの同期を通じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネットワーク
デバイスがランダムアクセス信号を受信するときに起こるネットワークデバイスのビーム
の食い違いとを防止するために、アップリンクランダムアクセス信号を送信するための時
間-周波数位置を取得し、それにより効率を高める。
【００５２】
　図2aは、ダウンリンク信号の送信の概略的な図である。ダウンリンク信号は、時分割式
に送信される。具体的には、異なるダウンリンク信号は、異なる時間に送信される。たと
えば、ダウンリンク信号は、ダウンリンク同期信号ブロック(SS/PBCH BLOCK)であり、同
期信号ブロックは、同期信号ブロックインデックスSS/PBCH BLOCK indexを使用すること
によって識別される。ダウンリンク信号は、1つまたは複数の同期信号ブロックでありう
る。
【００５３】
　図2bは、時分割によって行われうるランダムアクセス信号の受信の概略的な図である。
具体的には、(異なるダウンリンク信号に関連付けられる)ランダムアクセス信号は、異な
る時間に受信される。複数の方向のランダムアクセス信号は、ネットワークデバイスの実
施能力に基づいて同時に別々に受信されうる(たとえば、ネットワークデバイスは、まず
、アンテナアレイのアンテナ要素を使用して様々な方向の信号を受信し、デジタル領域の
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ビームフォーミングを使用して複数の受信ビームを生成し、受信ビームの方向の信号を取
得する)。
【００５４】
　本出願においては、説明を容易にするために、ランダムアクセスリソースまたはランダ
ムアクセスリソースプリアンブルは、略して「ランダムアクセスリソース/プリアンブル
」と呼ばれる。言い換えると、ランダムアクセスリソースは、ランダムアクセスのために
使用される時間および周波数リソースと、ランダムアクセス時間および周波数リソース上
のランダムアクセスプリアンブルの集合/部分集合とを含む。ランダムアクセス機会(RACH
 occasion/RACH transmission occasion/RACH opportunity/RACH chance/PRACH occasion
、略してRO)は、1つのランダムアクセスプリアンブルを送信するための時間および周波数
リソースである。ランダムアクセスリソースは、RO、またはROに設定された1つのランダ
ムアクセスプリアンブル、またはランダムアクセスプリアンブルとタイミングとの組合せ
でありうる。端末デバイスは、このリソース上で1つのランダムアクセスプリアンブル信
号を送信することができる。
【００５５】
　本出願における「固定」とは、プロトコルによって規定されているかまたはネットワー
クデバイスと端末デバイスとの間で合意されていることを意味する。
【００５６】
　本出願におけるインデックスは、0から始まるか、または実際の状況においては1から始
まってもよい。インデックスが1から始まるときは、0から始まるインデックスが、自動的
に1つインクリメントされる。
【００５７】
　本出願におけるROリソースは、ランダムアクセスタイミングの時間リソースおよび周波
数リソースを表す。
【００５８】
　本出願における同期信号ブロック(SS/PBCH BLOCK)は、略してSSBと呼ばれ、同期信号ブ
ロックグループ(SS/PBCH BLOCK group)は、略してSSB groupと呼ばれる。1つのSSB group
は、1つまたは複数のSSBを含む。
【００５９】
　説明を容易にするために、ランダムアクセス機会(RO)、同期信号ブロック(SS/PBCH BLO
CKまたはSSB)、および同期信号ブロックグループ(SS/PBCH BLOCK groupまたはSSB group)
の説明は、ランダムアクセス機会の数、同期信号ブロックの数、または同期信号ブロック
グループの数が別段に明示的に強調されない限り、ただ1つに限定されず、1つ以上を示す
ように意図される。
【００６０】
　本出願は、同期信号ブロック(SS/PBCH BLOCK、SSB)の一連の番号を割り振るための4つ
の方法を提供する。一連の番号は、場合によっては、SSBを特定するために使用されるイ
ンデックスと呼ばれうる。
【００６１】
　第1の付番方法においては、すべての実際に送信されるSSBが、実際に送信される同期信
号ブロックグループ(SS/PBCH BLOCK group、略してSSB group)の間で区別をせずに付番さ
れる。たとえば、49個のSSBが実際に送信され、49個のSSBは0から48まで付番される。
【００６２】
　第2の付番方法においては、実際に送信されるSSB groupおよび実際に送信されるSSB gr
oup内のSSBが、表現のために別々に付番される。たとえば、8個のSSB groupが実際に送信
され、8個のSSB groupは0から7まで付番される。各SSB group内のSSBも、一連の番号を有
する。たとえば、SSB groupは8個のSSBを有し、8個のSSBは0から7まで付番される。
【００６３】
　第3の付番方法においては、すべての送信される可能性があるSSBが、送信される可能性
があるSSB groupの間で区別をせずに付番される。たとえば、64個のSSBが送信される可能
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性があり、SSBは0から63まで付番される。
【００６４】
　第4の付番方法においては、送信される可能性があるSSB groupおよび送信される可能性
があるSSB group内のSSBは、表現のために別々に付番される。たとえば、9個のSSB group
があり、9個のSSB groupは0から8まで付番される。それぞれの送信される可能性があるSS
B group内のSSBも、一連の番号を有する。たとえば、SSB groupは9個のSSBを有し、9個の
SSBは0から8まで付番される。
【００６５】
　上述の同期信号ブロックは、同期信号ブロックを送信するためのハーフ・フレーム内の
同期信号ブロックでありうる。本出願において述べられる同期信号ブロックまたは同期信
号ブロックグループは、送信される可能性がある同期信号ブロックもしくは同期信号ブロ
ックグループでありえ、または実際に送信される同期信号ブロックもしくは同期信号ブロ
ックグループでありうることに留意されたい。1つまたは複数の送信される可能性がある
同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループが、存在しうる。1つまたは複数の実
際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループが、存在しうる。
【００６６】
　本出願において述べられるネットワークデバイスまたは基地局によって情報を構成する
ことは、MIB、残りの最小システム情報(remaining minimum system information、RMSI)
、システム情報ブロック(system information block、SIB)1、SIB2、ダウンリンク制御情
報(downlink control information、DCI)、無線リソース制御(radio resource control、
RRC)シグナリング、および媒体アクセス制御制御要素(media access control-control el
ement、MAC-CE)のうちの少なくとも1つを使用することによって行われ得る。
【００６７】
　本出願において述べられるグループ、集合、およびカテゴリーは、同じ概念の異なる表
現である。
【００６８】
　本出願において述べられるランダムアクセスプリアンブルグループは、ランダムアクセ
スプリアンブルの直接部分集合でありえ、または以下、つまり、P個のランダムアクセス
プリアンブルシーケンスが異なる同期信号ブロックにマッピングされるか、もしくは異な
る同期信号ブロックグループにマッピングされ、ランダムアクセスプリアンブルシーケン
スのグループの数もしくはランダムアクセスプリアンブルシーケンスの部分集合の数が同
期信号ブロックの数に関連するか、もしくは同期信号ブロックグループの数に関連するこ
とを意味しうる。
【００６９】
　modは、余りを計算することを示し、floorは、最も近い整数に切り捨てることを示し、
ceilは、最も近い整数に切り上げることを示す。
【００７０】
　マッピングと関連付けの意味は、同じである。
【００７１】
　図3は、本出願の実施形態による通信方法のインタラクションプロセスの概略的な図で
ある。方法は、以下のステップを含みうる。
【００７２】
　S301: ネットワークデバイスは、同期信号ブロックインデックス情報を端末デバイスに
送信する。端末デバイスは、同期信号ブロックインデックス情報を取得する。たとえば、
ネットワークデバイスは、同期信号ブロックを端末デバイスに送信し、同期信号ブロック
インデックス情報は、同期信号ブロックにおいて暗黙的に搬送される。
【００７３】
　S302: ネットワークデバイスは、ランダムアクセスリソースROと同期信号ブロックとの
間の関連付け関係を示すために使用される情報を端末デバイスに送信する。端末デバイス
は、指示情報を受信する。
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【００７４】
　S303: 端末デバイスは、情報に基づいて同期信号ブロックインデックス情報に対応する
RO上でネットワークデバイスにアクセスする。ネットワークデバイスは、端末デバイスに
よって送信されたランダムアクセス信号を受信する。
【００７５】
　ネットワークデバイスは、ダウンリンクの同期を実行するために端末デバイスにダウン
リンク信号(たとえば、同期信号ブロック)を送信する。同期信号ブロックインデックス情
報は、ダウンリンク信号が送信されるときに搬送される。同期信号ブロックインデックス
情報は、同期信号ブロックを特定するために使用され、たとえば、同期信号ブロックの一
連の番号、同期信号ブロックのインデックス、または同期信号ブロックを特定するために
利用可能なその他の情報である。1つの同期信号ブロックは、1つのプライマリ同期信号(p
rimary synchronization signal、PSS)シンボル、1つのセカンダリ同期信号(secondary s
ynchronization signal、SSS)シンボル、および2つの物理ブロードキャストチャネル(phy
sical broadcast channel、PBCH)シンボルを含む。
【００７６】
　加えて、ネットワークデバイスは、ランダムアクセスリソースROと同期信号ブロックと
の間の関連付け関係を示すために使用される情報を端末デバイスにさらに送信する。
【００７７】
　同期信号ブロックインデックス情報および関連付け関係を示す情報は、1つの構成情報
内で同時にネットワークデバイスによって送信されえ、またはネットワークデバイスによ
って別々に送信されうることに留意されたい。本明細書において説明される2つのステッ
プは、必ずしも、それらの情報が別々に送信されることを意味しない。
【００７８】
　ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係は、以下、すなわち、
　1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が、少なくとも1/Fであるかもしくは多
くともPであり、Fは、周波数領域におけるROの数であり、Pは、実際に送信されるダウン
リンク同期信号ブロックの数に関連すること、ならびに/または
　N個の同期信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグループが、周波数領域におい
て1つのROに関連付けられるかもしくは周波数領域においてすべてのROに関連付けられる
こと、ならびに/または
　1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであるとき、X個のRACHリソース構成周期Y
毎の最初のRACHリソースは、同じ同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグループに
関連付けられ、PおよびXは、整数であり、Yは、PにXを乗じた数に等しいことのうちの少
なくとも1つである。
【００７９】
　ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係が、下で詳細に説明される。
【００８０】
　端末デバイスは、同期信号ブロックインデックス情報に対応するROにおいてROと同期信
号ブロックとの関連付け関係に基づいてネットワークデバイスにアクセスする。たとえば
、端末デバイスは、ネットワークデバイスにランダムアクセス信号を送信し、ネットワー
クデバイスは、端末デバイスによって送信されたランダムアクセス信号を受信する。
【００８１】
　ネットワークデバイスは、ダウンリンク信号/送信ビームのカバレッジエリアに対応す
るランダムアクセス受信ビームのステータスを知っており、各ダウンリンク信号のための
ランダムアクセスリソースの時間-周波数位置を割り振り、それによって端末デバイスは
、ダウンリンクの同期を通じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネットワークデバイス
がランダムアクセス信号を受信するときに起こるネットワークデバイスのビームの食い違
いとを防止するために、アップリンクランダムアクセス信号を送信するための時間-周波
数位置を取得し、それにより効率を高める。
【００８２】
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　特に、ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係が、以下で説明される。
【００８３】
　1つの関連付け関係は、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が少なくとも1/
Fであるかまたは多くともPであり、Fは周波数領域におけるROの数であり、Pが実際に送信
される同期信号ブロックの数に関連することである。
【００８４】
　この関連付け関係においては、周波数領域におけるROの数および1つのROに関連付けら
れる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数が、一緒に構成される。
【００８５】
　具体的な実装においては、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数Nが、Fに関
連しうる。たとえば、数Nは、1/Fの倍数でありえ、または数Nは1/Fでありえ、言い換える
と、1つの同期信号ブロックがF個のROのすべてに関連付けられえ、または数NはFの分数倍
でありうる。Fは、周波数領域におけるROの数であり、Fの値は、1、2、4、6、または8で
ありうる。ネットワークデバイスは、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの最小
数を1/Fとして定義または構成しうる。Nの値も、Fに基づいて定義されうる。たとえば、F
 = 1であるとき、Nの値は、1、2、3、4、・・・、Y1でありえ、Y1は、1つのROに関連付け
られるSS/PBCHブロックの最大数であり、F = 2であるとき、Nの値は、1/2、1、2、3、4、
・・・、Y1でありえ、F = 4であるとき、Nの値は、1/4、1/2、1、2、3、4、・・・、Y1で
ありえ、F = 6であるとき、Nの値は、1/6、1/3、1/2、1、2、3、4、・・・、Y1でありえ
、F = 8であるとき、Nの値は、1/8、1/4、1/2、1、2、3、4、・・・、Y1でありうる。
【００８６】
　Nの値は、ハーフ・フレーム内で実際に送信される同期信号ブロックの数に関連し、た
とえば、実際に送信される同期信号ブロックの数の因数に関連しうる。
【００８７】
　他の関連付け関係は、N個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号ブロックグループが
周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数領域においてすべてのROに
関連付けられることである。
【００８８】
　具体的な実装においては、N個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号ブロックグルー
プが、F個のROのすべてに関連付けられうる。Fは、1以上の値でありうる。Nの値は、1か
ら8までの一部のまたはすべての値でありうる。Nの値が値の一部であるとき、Nの値は、1
でありえ、1もしくは2でありえ、1、2、もしくは3でありえ、または1、2、3、もしくは4
でありうる。N個の同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループは、1つの周波数分
割多重化されるROに関連付けられえ、またはいくつかの周波数分割多重化されるROに関連
付けられうる。ネットワークデバイスは、N個の同期信号ブロックまたはダウンリンク同
期信号ブロックグループを周波数領域においてF個のROのすべてにまたは1つのROに関連付
けるよう命令しうる。F個のROは、同じ時間の周波数分割多重化されるROでありうる。
【００８９】
　実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数N2が、1つのR
Oに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの、ネットワーク
デバイスによって構成された数N未満であるとき、N個の同期信号ブロックまたはダウンリ
ンク同期信号ブロックグループのすべてが、1つの対応するROに関連付けられうる。たと
えば、実際に送信される同期信号ブロックの数が5であり、1つのROに関連付けられる同期
信号ブロックの、ネットワークデバイスによって構成された数が8である場合、5つの同期
信号ブロックのすべてが、ROに関連付けられる。
【００９０】
　実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数Nが、1つのRO
に関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの、ネットワークデ
バイスによって構成された数Mによって割り切れないとき、ネットワークデバイスによっ
て構成された数Mの整数倍である数の同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループ
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が対応するROに関連付けられた後、残りの同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグル
ープが、他の1つまたは複数のROに関連付けられる。たとえば、図4aに示されるように、K
1 = floor(N/M)であり、N個の同期信号ブロックのうちの最初のK1×M個がK1個の対応する
ROに関連付けられると仮定され、この場合、最後のN-K1×M個の残りの同期信号ブロック
または同期信号ブロックグループが、他の1つまたは複数のROに関連付けられる。あるい
は、N個の同期信号ブロックのうちの最後のK1×M個がK1個の対応するROに関連付けられ、
この場合、N-K1×M個の残りの同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループが、他
の1つまたは複数のROに関連付けられる。あるいは、図4bに示されるように、残りの同期
信号ブロックは、関連付けられないことがあり、または同期信号ブロックもしくは同期信
号ブロックグループは、ROに周期的に関連付けられうる。F個のROが1つの同期信号ブロッ
クに関連付けられるとき、F個のROは、1つのRO構成周期内のF個のRO、または1つのRO関連
付け周期内のF個のROでありうる。あるいは、平均する方法が使用されうる。たとえば、1
つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの、ネットワ
ークデバイスによって構成された数がN2であり、実際に送信される同期信号ブロックまた
は同期信号ブロックグループの数がM2であり、関連付けられ得るROの数がK1であり、この
場合、1つのROに関連付けられる実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロ
ックグループの数M3は、M2/K1でありえ、M3の値は、N2未満の平均値でありうる。たとえ
ば、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの最大
数が、8であり、実際に送信されるダウンリンク同期信号ブロックまたは同期信号ブロッ
クグループの数が、12であり、2または3個のROが、関連付
けられうる。2つのROが関連付けられるとき、各ROに関連付けられる同期信号ブロックま
たは同期信号ブロックグループの数は、6である。
【００９１】
　さらに、関連付け関係が、N個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号ブロックグルー
プが周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数領域においてすべてのR
Oに関連付けられることであるとき、方法は、
　端末デバイスによってネットワークデバイスから指示情報を受信するステップであって
、指示情報が、N個の同期信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグループが周波数
領域において1つのROに関連付けられることを示すために使用されるか、またはN個の同期
信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグループが周波数領域においてすべてのRO
に関連付けられることを示すために使用される、ステップをさらに含む。
【００９２】
　さらに他の関連付け関係は、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであるとき、
X個のRACHリソース構成周期Y毎の最初のRACHリソースは、同じ同期信号ブロックまたは同
期信号ブロックグループに関連付けられ、PおよびXは、整数であり、Yは、PにXを乗じた
数に等しいことである。
【００９３】
　RACHリソースを同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループに関連付けるための
この方法は、周期的な関連付け方法である。パラメータXが設定され、X個のRACHリソース
構成周期内の最初のRACHリソースは、同じ同期信号ブロックに関連付けられる。言い換え
ると、X個のRACHリソース構成周期毎の関連付け関係が、再計算される。X個のRACHリソー
ス構成周期は、1つのランダムアクセス周期と呼ばれうる。Xは、プロトコルにおいて固定
されえ、たとえば、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、および16の
中の任意の値でありえ、たとえば、1、8、または16でありうる。Xは、ネットワークデバ
イスから受信されえ、または予め記憶されうる。1つのランダムアクセスリソース構成周
期または1つのランダムアクセスリソース関連付け周期内のランダムアクセスリソースの
数は、ダウンリンク同期信号ブロックまたはダウンリンク同期信号ブロックグループの数
に関連する。Xの値が、構成されえ、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、
15、および16の中の一部のまたはすべての値でありうる。
【００９４】
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　ランダムアクセスリソース関連付け周期は、同期信号ブロックに関連するランダムアク
セスリソースによって占有される時間の数もしくは時間の幅、または送信されるダウンリ
ンク同期信号ブロックに関連するROの数として理解されうる。異なる関連付け周期の各々
において、最初のROが最初の送信される同期信号ブロックに関連付けられる。あるいは、
異なるtime period for associationの各々において、最初のランダムアクセスリソース
が最初の送信される同期信号ブロックに関連付けられる。
【００９５】
　ランダムアクセスリソース構成周期は、ランダムアクセス構成周期とも呼ばれ、ランダ
ムアクセスリソースが繰り返し発生する時間間隔であるか、または少なくとも、1つの完
全なランダムアクセスリソース関連付け周期内のランダムアクセスリソースが繰り返し発
生する時間間隔を含む。
【００９６】
　X個のRACHリソース構成周期も、Ymsに固定されうる。Yの値は、10、20、40、80、160、
320、または640でありうる。ネットワークデバイスは、Yの複数の値を予め構成しうるこ
とに留意されたい。実際の応用において、ネットワークデバイスは、Yの値のうちの1つを
選択してもよく、または一度にYの1つの値を動的に構成してもよい。Xの値は、RACHリソ
ース構成周期に基づいて決定される。たとえば、Y = 160であり、RACHリソース構成周期
が40msであり、この場合、X = 4である。Yは、ネットワークデバイスから受信されてもよ
く、または予め記憶されてもよい。
【００９７】
　あるいは、XまたはYの値は、実際に送信される同期信号ブロックもしくは同期信号ブロ
ックグループの数および/または1つのROに関連付けられる同期信号ブロックもしくは同期
信号ブロックグループの数に基づいて決定される、ならびに/あるいはRACHリソース構成
周期内のランダムアクセスリソースの数に基づいて決定されうる。たとえば、1つのRO周
期内のROの数が2であり、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたはダウンリンク
同期信号ブロックグループの数が3であり、実際に送信される同期信号ブロックまたは同
期信号ブロックグループの数が8であり、この場合、Xの必要とされる値は4である。さら
に、Xは、固定値でもありえ、たとえば、Xの値は、1、2、4、8、または16である。このよ
うにして、システムの残りのROの数が、削減され得る。Xの値は、実際に送信される同期
信号ブロックの数の整数倍または分数倍でありうる。
【００９８】
　RACHリソース構成周期内のRACHリソースの数は、ハーフ・フレーム内に実際に送信され
る同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループに関連しうる。たとえば、Xが1であ
る場合、関連付け周期は1である。この場合、RACHリソース構成周期内のRACHリソースの
数は、実際に送信されるダウンリンク同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグルー
プの数と同じでありえ、またはその数の整数倍もしくは分数倍でありうる。1つのROが複
数の同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループに関連付けられるとき、RACHリソ
ース構成周期内のRACHリソースの数は、実際に送信されるダウンリンク同期信号ブロック
または同期信号ブロックグループの数の分数倍でありうる。複数のROが1つのダウンリン
ク同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループに関連付けられるとき、RACHリソー
ス構成周期内のRACHリソースの数は、実際に送信されるダウンリンク同期信号ブロックま
たは同期信号ブロックグループの数の整数倍でありうる。関連付けが1対1で行われるとき
、RACHリソース構成周期内のRACHリソースの数は、実際に送信されるダウンリンク同期信
号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数と同じでありうる。
【００９９】
　XまたはYは、代替的に構成されうる。たとえば、Xは、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10
、11、12、13、14、15、および16から選択された一部のまたはすべての値でありえ、たと
えば、1、2、4、8、および16の中の値でありうる。Yの値も、1、2、3、4、5、6、7、8、9
、10、11、12、13、14、15、および16から選択された一部のまたはすべての値でありえ、
たとえば、4、8、および16の中の値でありうる。XまたはYの値は、(SIB1もしくはSIB2も
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しくはRMSIなどの)システム情報内で構成されてもよく、またはMAC-CE、DCI、MIB、もし
くはRRC内で構成されてもよい。
【０１００】
　Nは、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数
であり、Qは、実際に送信されるまたは送信されうる同期信号ブロックまたは同期信号ブ
ロックグループの数であると仮定される。この場合、第iのROに関連付けられる同期信号
ブロックまたは同期信号ブロックグループのインデックスjは、(i×N) mod Qから(i×N) 
mod Q+N-1までである。jがQ以上である場合、j = j mod Qである。たとえば、Nが3であり
、Qが8であり、この場合、j = 5であるROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期
信号ブロックグループのインデックスは、7、8、および9であり、mod 8は、0でありえ、m
od 9は、1でありうる。図4cに示されるように、N = 1であるとき、j = i mod Qである。
【０１０１】
　ランダムアクセス周期内に残りのROリソースがあるために一部の同期信号ブロックまた
は同期信号ブロックグループに関連付けられるROの数が一貫していない場合、図4cに示さ
れる最後の2つのROは、残りのROまたは冗長ROである。
【０１０２】
　実装において、残りのRACHリソースは、無効なRACHリソースとみなされ、同期信号ブロ
ックまたは同期信号ブロックグループに関連付けられないことがある。言い換えると、端
末デバイスは、ランダムアクセスリソース上でいかなるランダムアクセスプリアンブルも
送信しないことがある。残りのROは、以下のように説明される。たとえば、1つのランダ
ムアクセスリソース構成周期が4つのROを有し、3つの周期が一緒に構成され、合計で12個
のROが存在する。1つのROが1つの同期信号ブロックに関連付けられ、5つの同期信号ブロ
ックが関連付けられる。この場合、2つの残りのROが存在し、各ROが1つの同期信号ブロッ
クに関連付けられる。12個のROはソートされ、ROのインデックスは0から11までである。
インデックス0および5を有するROは、インデックス0を有するSSBに関連付けられる。イン
デックス1および6を有するROは、インデックス1を有するSSBに関連付けられる。インデッ
クス3および8を有するROは、インデックス3を有するSSBに関連付けられる。インデックス
4および9を有するROは、インデックス4を有するSSBに関連付けられる。インデックス10お
よび11を有するROは、残りのまたは冗長なROである。
【０１０３】
　他の実装において、残りのROまたは冗長なROは、X個のRACHリソース構成周期またはラ
ンダムアクセス周期毎に異なる関連付け関係を有する。関連付け関係は、図4dに示される
ように、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースが最初の同期信号ブロックま
たは同期信号ブロックグループから始まって関連付けられることでありうる。あるいは、
1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースが、最後の同期信号ブロックまたは同
期信号ブロックグループから始まって関連付けられるか、または図4eに示されるように、
前のX個の周期内の終わりの同期信号ブロックの次の同期信号ブロックグループに関連付
けられるか、もしくは前のX個の周期内の終わりの同期信号ブロックグループの次の同期
信号ブロックグループに関連付けられる。たとえば、各ランダムアクセス周期内にL個の
残りのROが存在し、実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループ
の数がQであり、Mが1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロック
グループの数であり、この場合、インデックスがmであるランダムアクセス周期内の第iの
残りのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループのインデッ
クスjは、((m×L+i)×M) mod Qから((m×L+i)×M) mod Q+M-1である。繰り返しの関連付
けが、異なるランダムアクセス周期内で上述の関係に基づいて、たとえば、奇数の周期内
の最初の同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグループから始まって、偶数の周期
もしくは奇数の周期内の最後の同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグループから
始まって、または偶数の周期内の最初の同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグル
ープから始まって順次行われ得る。上述の3つの関連付け関係のうちの任意の1つまたは複
数が、異なるX個の周期において使用されうる。
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【０１０４】
　あるいは、以下、すなわち、「周波数領域におけるROの数」、および/または「1つのRO
に関連付けられる同期信号ブロックの数」、および/または「N個の同期信号ブロックもし
くはN個の同期信号ブロックグループが周波数領域においてただ1つのROに関連付けられる
かもしくは周波数領域においてすべてのROに関連付けられる」が、ネットワークデバイス
によって構成されることを含め暗黙的にまたは明示的に構成されうる。シーケンスは、以
下を含む。1つのRACHリソース構成周期内のROが、「周波数領域が先および時間領域が後
」または「時間領域が先および周波数領域が後」のシーケンスで異なる同期信号ブロック
もしくは同期信号ブロックグループまたは同じ同期信号ブロックもしくは同期信号ブロッ
クグループに関連付けられる。
【０１０５】
　本出願において述べられる同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループは、ハー
フ・フレーム内の同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループでありえ、これは、
すべてのトランスポート同期信号ブロックに通じる。あるいは、本出願において述べられ
る同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループは、1つのSS/PBCH burst set内の同
期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループでありうる。
【０１０６】
　加えて、ネットワークデバイスは、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは
同期信号ブロックグループの数をN、実際に送信される同期信号ブロックの数をQ1、1つの
実際に送信される同期信号ブロックグループ内の実際に送信される同期信号ブロックの数
をQ2、実際に送信される同期信号ブロックグループの数をQ3として構成し、Q1、Q2、およ
びQ3は、Nの倍数でありうる。端末デバイスは、Q1、Q2、およびQ3の任意の1つまたは複数
の値の因数に基づいてNの値を決定しうる。たとえば、Q1 = 6である場合、Nの値の範囲は
、1、2、3、および6のみであり得る。Pは、Q1の因数であり、言い換えると、Q1は、Nの倍
数である。ネットワークデバイスは、Nの値を、Q1、Q2、およびQ3の任意の1つまたは複数
の値の因数のいくつかの値、たとえば、最初のH個の値に設定してもよく、Hは、1、2、3
、4、5、6、7、および8のうちの任意の値でありうる。最初のH個の値は、昇順で最も小さ
い最初のH個の値でありえ、または降順で最初の最も大きいH個の値でありうる。たとえば
、Q1 = 24およびH = 4である場合、4つの因数1、2、3、および4のみが選択される。たと
えば、ネットワークデバイスは、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期
信号ブロックグループの数をNとして構成し、Nの値は、3または4でありうる。実際に送信
される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数が6であるとき、Nは3であ
り、実際に送信される同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数が8である
とき、Nは4である。
【０１０７】
　1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数がNであり、1つのRO内のコンテンショ
ンベースのまたは非コンテンションベースのまたはすべてのランダムアクセスプリアンブ
ルの数がN1であるとき、1つのSSBに関連するランダムアクセスプリアンブルの数N2は、fl
oor(N1/N)またはN1/N以下である。N1の値は、4、8、12、16、20、24、28、32、36、40、4
4、48、52、56、60、64、128、および256のうちの任意の1つまたは複数の値でありうる。
端末デバイスは、ネットワークデバイスによって構成されるランダムアクセスプリアンブ
ルの数がfloor(N1/N)またはN1/Nよりも大きいことを望まない。あるいは、ネットワーク
デバイスによって構成され、端末デバイスによって受信されるランダムアクセスプリアン
ブルの数がfloor(N1/N)またはN1/Nよりも大きいとき、プリアンブルは、floor(N1/N)また
はN1/N個以下のプリアンブルから選択される。利点は、異なるランダムアクセスプリアン
ブルが異なる同期信号ブロックに関連付けられえ、異なる同期信号ブロックに関連するラ
ンダムアクセスプリアンブルが互いに重ならないことである。このようにして、ネットワ
ークデバイスは、異なるSS/PBCHブロックに対応する空間領域パラメータ(ビーム)を用い
る端末デバイスを区別することができる。Nの値は、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11
、12、14、15、16、および18の一部のまたはすべての値でありうる。ネットワークデバイ
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スは、4または2または1の粒度で1つのSSBに関連するランダムアクセスプリアンブルの数
を構成しうる。粒度は、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数に基づいて決定
されうる。たとえば、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が1であるとき、粒
度は4であり、または1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が1よりも大きいと
き、粒度は2または1である。
【０１０８】
　ROと同期信号ブロックの数との間の関連付け関係は、上で決定されている。ROと同期信
号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数との間の関連付け関係が決定された後、
ROおよび同期信号ブロックのインデックスが、関連付けられる必要がある。特定の関連付
けの方法は、以下の通りである。
【０１０９】
　ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係は、1対多、多対1、1対1、または多対多で
構成されうる。ランダムアクセスタイミングと同期信号ブロックとの間の関連付け関係が
多対1で構成されるとき、具体的には、N個のランダムアクセスプリアンブル/タイミング
が1つの同期信号ブロックに関連付けられるとき、N個のランダムアクセスタイミングは、
周波数分割多重化される、具体的には、同じ時間に、ただし異なる周波数に配列されても
よく、または時分割多重化される、具体的には、異なる時間リソースに置かれてもよく、
または時分割多重化(TDM)と周波数分割多重化(FDM)との両方をされてもよい。Nの値は、1
、2、4、および6でありえ、または1、2、4、および8でありえ、または1、2、3、4、5、6
、7、8、9、10、11、12、13、14、15、および16のうちの少なくとも1つもしくは4つであ
りうる。1つのランダムアクセスタイミングに関連する同期信号ブロックの数は、1、2、
または4でありうる。あるいは、1つまたは2つの同期信号ブロックグループが、1つのラン
ダムアクセスタイミングに関連付けられうる。あるいは、すべての周波数分割多重化され
るROが、1つの同期信号ブロックに関連付けられうる。
【０１１０】
　N(N > 1)個のROに関連付けられる同期信号ブロックの数Mは、1、2、3、4、5、6、7、お
よび8のうちの少なくとも1つでありえ、たとえば、1、2、または4でありうる。あるいは
、N(N > 1)個のROに関連付けられる同期信号ブロックグループの数Mは、1、2、3、4、5、
6、7、および8のうちの少なくとも1つでありえ、たとえば、1または2でありうる。
【０１１１】
　N個のROをM個の同期信号ブロックに関連付ける関連付け関係が1対1で構成されえ、たと
えば、第nのROが第mの同期信号ブロックに関連するように構成されうるとき、mは、nに等
しくともよく、mの値は、0からM-1までであってもよく、nの値は、0からN-1までであって
もよい。あるいは、1対多、多対多、または1対1の構成が、行われうる。1対多の構成のた
めに5つの方法がある。
【０１１２】
　M個の同期信号ブロックをN個のROに関連付けるための第1の構成方法においては、M個の
同期信号ブロックが、N個のROの各々に関連付けられる。たとえば、M = 2およびN = 2で
ある場合、{m, m+1}の中のインデックスを有する同期信号ブロックが、インデックスnを
有するROに関連付けられ、{m, m+1}の中のインデックスを有するダウンリンク同期信号ブ
ロックが、インデックスn+1を有するROに関連付けられ、mおよびnは、それぞれ、Mおよび
Nの倍数であり、mは、nに等しくともよい。たとえば、M = 2およびN = 2である場合、{m,
 ..., m+M-1}の中のインデックスを有する同期信号ブロックが、{n, ..., n+N-1}の中の
インデックスを有する各ROに関連付けられ、mおよびnは、それぞれ、MおよびNの倍数であ
り、mは、nに等しくともよい。たとえば、インデックスiを有する同期信号ブロックが、
インデックスjを有するROに関連付けられえ、floor(i/M) = floor(j/N)であり、iはmに等
しくともよく、jはnに等しくともよい。
【０１１３】
　第2の構成方法においては、M個の同期信号ブロックが、N個のROの中の対応するROに関
連付けられ、各ROが、異なる同期信号ブロックに関連付けられる。たとえば、インデック
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スiを有する同期信号ブロックが、インデックスjを有するROに関連付けられ、n = j mod 
Nであり、m = i mod Mであり、m = n×Mであり、または(i mod M) = (j mod N)×Mであり
、MはNと関係、たとえば、倍数関係にあってもよく、MはNに1、2、3、4、5、6、7、8、9
、または10を掛けることによって得られるNの倍数であってもよい。たとえば、{m, ..., 
m+M-1}の中のインデックスを有する同期信号ブロックが、インデックスnを有するROに関
連付けられ、m = n×Mであるか、またはi = j×Mである。
【０１１４】
　M個の同期信号ブロックをN個のROに関連付けるための第3の構成方法においては、図4b
に示されるように、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有するROが、M個の同期信号ブ
ロックの各々に関連付けられる。たとえば、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有す
るROが、インデックスiを有する同期信号ブロックに関連付けられ、iは、{m, ..., m+M-1
}の中の任意の値である。たとえば、インデックスiを有する同期信号ブロックが、インデ
ックスjを有するROに関連付けられ、floor(i/M) = floor(j/N)である。たとえば、M = 2
およびN = 2である場合、{n, n+1}の中のインデックスを有するROが、インデックスmを有
する同期信号ブロックに関連付けられ、{n, n+1}の中のインデックスを有するROが、イン
デックスmを有する同期信号ブロックに関連付けられ、mおよびnは、それぞれ、MおよびN
の倍数であり、mは、nに等しくともよい。たとえば、インデックスiを有する同期信号ブ
ロックが、インデックスjを有するROに関連付けられ、floor(i/M) = floor(j/N)である。
【０１１５】
　第4の構成方法においては、N個のROが、対応する同期信号ブロックに関連付けられ、各
同期信号ブロックが、異なるROに関連付けられる。{n, n+1}、{n, n+1, n+2}、{n, n+1, 
n+2, n+3}、または{n, n+1, n+2, n+3, n+4, n+5}の中のインデックスを有するROが、イ
ンデックスmを有する同期信号ブロックに関連付けられ、この場合、mは、偶数であり、n 
= m×2であるか、n = m×4であるか、n = m×3であるか、またはn = m×6である。たとえ
ば、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有するROが、インデックスmを有する同期信号
ブロックに関連付けられ、n = m×Nである。たとえば、インデックスiを有する同期信号
ブロックが、インデックスjを有するROに関連付けられ、j = i×Nである。
【０１１６】
　第5の構成方法においては、M個の同期信号ブロックが、繰り返しの関連付けまたはパン
クチャリングによってN個のROに関連付けられる(「パンクチャされる」は、「解放される
」、「削除される」、「使用されない」、「送信されない」、「関連付けられない」、お
よび「対応しない」と同じ意味を有し、または端末デバイスは、パンクチャされたROにお
いてランダムアクセスプリアンブルを送信しない)。インデックスmを有する同期信号ブロ
ックに関連するROのインデックスnのインデックスの関係は、m mod M = (n mod N) mod M
である。
【０１１７】
　MおよびNの値は、それぞれ、1、2、3、4、5、6、7、8、10、12、14、および16のうちの
任意の値でありうる。Nの値は、周波数分割多重化されるROの数に基づいて設定されうる
。たとえば、Nの値は、周波数分割多重化されるROの数の因数であるか、または周波数分
割多重化されるROの数である。Mの値は、実際に送信される同期信号ブロックの数の因数
であってもよく、または構成された値であってもよい。Mの値は、Nの値に関連する。2つ
の値が、倍数の関係にあってもよく、または一方の値が、他方の値未満であってもよい。
【０１１８】
　複数のROを1つまたは複数の同期信号ブロックグループに関連付けるための5つの構成方
法が存在する。M個の同期信号ブロックグループをN個のROに関連付けるための第1の構成
方法においては、M個の同期信号ブロックグループが、N個のROの各々に関連付けられる。
たとえば、M = 2およびN = 2である場合、{m, m+1}の中のインデックスを有する同期信号
ブロックグループが、インデックスnを有するROに関連付けられ、{m, m+1}の中のインデ
ックスを有する同期信号ブロックグループが、インデックスn+1を有するROに関連付けら
れ、mおよびnは、それぞれ、MおよびNの倍数であり、mは、nに等しくともよい。たとえば
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、M = 2およびN = 2である場合、{m, ..., m+M-1}の中のインデックスを有する同期信号
ブロックグループが、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有する各ROに関連付けられ
、mおよびnは、それぞれ、MおよびNの倍数であり、mは、nに等しくともよい。たとえば、
インデックスiを有する同期信号ブロックグループが、インデックスjを有するROに関連付
けられ、floor(i/M) = floor(j/N)である。
【０１１９】
　第2の構成方法においては、M個の同期信号ブロックグループが、N個のROの中の対応す
るROに関連付けられ、各ROが、異なる同期信号ブロックグループに関連付けられる。たと
えば、インデックスiを有する同期信号ブロックグループが、インデックスjを有するROに
関連付けられ、n = j mod Nであり、m = i mod Mであり、m = n×Mであり、または(i mod
 M) = (j mod N)×Mであり、MはNと関係、たとえば、倍数関係にあってもよく、MはNに1
、2、3、4、5、6、7、8、9、または10を掛けることによって得られるNの倍数でありうる
。たとえば、{m, ..., m+M-1}の中のインデックスを有する同期信号ブロックグループが
、インデックスnを有するROに関連付けられ、m = n×Mであるか、またはi = j×Mである
。
【０１２０】
　M個の同期信号ブロックグループをN個のROに関連付けるための第3の構成方法において
は、図4bに示されるように、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有するROが、M個の同
期信号ブロックグループの各々に関連付けられる。たとえば、{n, ..., n+N-1}の中のイ
ンデックスを有するROが、インデックスiを有する同期信号ブロックグループに関連付け
られ、iは、{m, ..., m+M-1}の中の任意の値である。たとえば、インデックスiを有する
同期信号ブロックグループが、インデックスjを有するROに関連付けられ、floor(i/M) = 
floor(j/N)である。たとえば、M = 2およびN = 2である場合、{n, n+1}の中のインデック
スを有するROが、インデックスmを有する同期信号ブロックグループに関連付けられ、{n,
 n+1}の中のインデックスを有するROが、インデックスmを有する同期信号ブロックグルー
プに関連付けられ、mおよびnは、それぞれ、MおよびNの倍数であり、mは、nに等しくとも
よい。たとえば、インデックスiを有する同期信号ブロックグループが、インデックスjを
有するROに関連付けられ、floor(i/M) = floor(j/N)である。
【０１２１】
　第4の構成方法においては、N個のROが、対応する同期信号ブロックグループに関連付け
られ、各同期信号ブロックグループが、異なるROに関連付けられる。{n, n+1}、{n, n+1,
 n+2}、{n, n+1, n+2, n+3}、または{n, n+1, n+2, n+3, n+4, n+5}の中のインデックス
を有するROが、インデックスmを有する同期信号ブロックグループに関連付けられ、この
場合、mは、偶数であり、n = m×2であるか、n = m×4であるか、n = m×3であるか、ま
たはn = m×6である。たとえば、{n, ..., n+N-1}の中のインデックスを有するROが、イ
ンデックスmを有するROに関連付けられ、n = m×Nである。たとえば、インデックスiを有
する同期信号ブロックグループが、インデックスjを有するROに関連付けられ、j = i×N
である。
【０１２２】
　第5の構成方法においては、M個の同期信号ブロックグループが、繰り返しの関連付けま
たはパンクチャリングによってN個のROに関連付けられる(「パンクチャされる」は、「解
放される」、「削除される」、「使用されない」、「送信されない」、「関連付けられな
い」、および「対応しない」と同じ意味を有する)。インデックスmを有する同期信号ブロ
ックグループに関連するROのインデックスnのインデックスの関係は、m mod M = (n mod 
N) mod Mである。
【０１２３】
　MおよびNの値は、それぞれ、1、2、3、4、5、6、7、8、10、12、14、および16のうちの
任意の値でありうる。ネットワークデバイスは、上述の方法の任意の組合せに基づいて、
またはインデックス付け方法を使用することによってこれらのパラメータを構成しうる。
表1は、1つの構成の表である。表2は、他の構成の表である。Mの値は、1、2、4、6、およ
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び8の一部のまたはすべての値でありえ、たとえば、1、2、4、および6、または1、2、4、
および8でありうる。Nの値は、1、2、および4でありうる。Nの値は、周波数分割多重化さ
れるROの数に基づいて設定されうる。たとえば、Nの値は、周波数分割多重化されるROの
数の因数であるか、または周波数分割多重化されるROの数である。Mの値は、実際に送信
される同期信号ブロックの数の因数でありうるか、または構成された値でありうる。Mの
値は、Nの値に関連する。
【０１２４】
　ROのインデックスnは、1つの関連付け周期(time period for association)内のROのイ
ンデックスでありえ、またはX個のRACHリソース構成周期内のROのインデックスでありえ
、または1つのRACHリソース構成周期内のROのインデックスでありえ、集合的に、周期内
のROのインデックスと呼ばれうることに留意されたい。インデックスnは、複数の形態を
有する。第1の形態は、直接インデックスnであり、nの値は、0、1、2、3、および4であり
うる。インデックスnは、周期内のROのカウントに関連し、他のパラメータには関連しな
い。周期内の8個のROが存在する場合、インデックスnの値は、0から7までである。第2の
値設定方法において、nの値は、ROの位置に関連し、周波数位置および時間領域の位置を
含むROの位置を使用することによって計算されうる。たとえば、1つのインデックス付け
方法は、n = f(s_id, t_id, f_id, _ul_carrier_id)であり、他のインデックス計算方法
は、n = f(s_id, t_id, f_id, _ul_carrier_id) mod Bであり、Bは、周期内のROの数であ
り、f(s_id, t_id, f_id, _ul_carrier_id)は、nがs_id、t_id、f_id、および_ul_carrie
r_idの中の少なくとも1つのパラメータに関連することを示す。たとえば、計算方法は、f
(s_id, t_id, f_id, _ul_carrier_id) = 1+s_id+14×t_id+14×X×f_id+14×X×Y×ul_ca
rrier_idであり、s_idは、PRACH開始シンボルであり、t_idは、PRACHタイムスロットシン
ボルであり、f_idは、PRACHの周波数領域の位置であり、f_idの値は、0以上であり、Y以
下であり、ul_carrier_idは、PRACHメッセージ1のアップリンクキャリアインデックスで
あり、Xは、時間領域のRACHリソースの最大数であり、Yは、周波数領域のRACHリソースの
最大値である。このインデックスは、周波数分割多重化されるROのインデックスであって
もよい。
【０１２５】
　あるいは、nは、ハーフ・フレーム内の同期信号ブロックもしくは同期信号ブロックグ
ループの数に関連するか、または1つのROに関連付けられる同期信号ブロックもしくは同
期信号ブロックグループの数に関連するか、または1つのランダムアクセスリソース構成
周期もしくは1つのランダムアクセスリソース関連付け周期内のランダムアクセスリソー
スの数M3に関連しうる。たとえば、n = n2 mod M2であり、n2は、周期内のROのインデッ
クスであり、M2は、ハーフ・フレーム内の同期信号ブロックの数でありうる。たとえば、
n = n2×M1であり、M1は、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックまたは同期信号ブ
ロックグループの数を示す。関連付け関係において、第n2のROに関連付けられる同期信号
ブロックのインデックスは、(n2×M1) mod M2から(n2×(M1+1)-1) mod M2までである。た
とえば、n = n2+i×M3またはn = (n2+i×M3)×M1であり、iは、ランダムアクセス周期内
のランダムアクセスリソース構成周期またはランダムアクセスリソース関連付け周期のイ
ンデックスを示す。関連付け関係において、第n2のROに関連付けられる同期信号ブロック
のインデックスは、n mod M2から(n+M1-1) mod M2までである。Kは、1つの同期信号ブロ
ックグループ内の同期信号ブロックの数を示す。ROが同期信号ブロックグループに関連付
けられるとき、同期信号ブロックグループのインデックスが、SS blockのインデックスm
を表すために使用されてもよく、またはmが、kを表すために使用されてもよく、k = floo
r(m/K)である。gは、同期信号ブロックグループを示す。たとえば、1gは、1つのグループ
を示し、2gは、2つのグループを示す。
【０１２６】
　ネットワークデバイスは、上述の方法の任意の組合せに基づいて、またはインデックス
付け方法を使用することによってこれらのパラメータを構成しうる。表1は、1つの構成の
表である。表2は、他の構成の表である。ネットワークデバイスは、構成のために表の一
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1および表2のExampleは、Ruleおよび数の関連付けの例を提供する。ネットワークデバイ
スは、Ruleおよび数の関連付け、またはExample、またはRuleもしくは数の関連付け、ま
たはVersion、またはVersionおよびExampleに基づいて構成を行いうる。
【０１２７】
【表１Ａ】

【０１２８】



(29) JP 6972292 B2 2021.11.24

10

20

30

【表１Ｂ】

【０１２９】
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【表１Ｃ】

【０１３０】
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【表１Ｄ】

【０１３１】
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【表１Ｅ】

【０１３２】



(33) JP 6972292 B2 2021.11.24

10

20

30

【表１Ｆ】

【０１３３】
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【表２Ａ】

【０１３４】
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【表２Ｂ】

【０１３５】
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【表２Ｃ】

【０１３６】
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【表２Ｄ】

【０１３７】
　他の実装において、ネットワークデバイスは、(同じ時間の)周波数分割多重化されるRO
の数を別々に構成してもよく、たとえば、値{F1, F2, F3, F4}を構成しうる。たとえば、
F1、F2、F3、およびF4は、それぞれ、1、2、4、および6であり、または1、2、4、および8
として構成してもよく、または1、2、3、および4でありえ、または1、2、3、4、5、6、7
、8、9、10、11、12、13、14、15、および16の一部のもしくはすべての値でありえ、たと
えば、それらのうちの2つ、3つ、もしくは4つの値でありえ、たとえば1および2、もしく
は1および4でありえ、残りの値は取っておかれる。ネットワークデバイスは、1つのROに
関連付けられる同期信号ブロックの数Nを別に構成してもよく、Nの値を1/F、2/F、1/2、1
、2、4、5、6、7、または8、および1つのgroup、2つのgroup、3つのgroup、4つのgroup、
5つのgroup、6つのgroup、7つのgroup、または8つのgroupとして構成してもよく、Fは、{
F1, F2, F3, F4}の中の任意の値または任意の値の因数である。
【０１３８】
　実装においては、構成された周波数分割多重化されるROの数がF1である場合、この場合
、1つのROに関連付けられる同期信号ブロック(または同期信号ブロックグループ)の数Nは
、F1の因数であるか、または実際に送信される同期信号ブロック(もしくは同期信号ブロ
ックグループ)の数以下である整数であるべきである。端末デバイスは、基地局が他の値
を構成することを望まない。あるいは、基地局が他の値を構成する場合、端末デバイスは
、Nをデフォルトで予め設定された値に設定する。
【０１３９】
　実装においては、構成された周波数分割多重化されるROの数がF2である場合、この場合
、1つのROに関連付けられる同期信号ブロック(または同期信号ブロックグループ)の数Nは
、F2の因数であるか、または実際に送信される同期信号ブロック(もしくは同期信号ブロ
ックグループ)の数以下である整数であるべきである。端末デバイスは、基地局が他の値
を構成することを望まない。あるいは、基地局が他の値を構成する場合、端末デバイスは
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、Nをデフォルトで予め設定された値に設定する。
【０１４０】
　実装においては、構成された周波数分割多重化されるROの数がF3である場合、この場合
、1つのROに関連付けられる同期信号ブロック(または同期信号ブロックグループ)の数Nは
、F3の因数であるか、または実際に送信される同期信号ブロック(もしくは同期信号ブロ
ックグループ)の数以下である整数であるべきである。端末デバイスは、基地局が他の値
を構成することを望まない。あるいは、基地局が他の値を構成する場合、端末デバイスは
、Nをデフォルトで予め設定された値に設定する。
【０１４１】
　実装においては、構成された周波数分割多重化されるROの数がF4である場合、この場合
、1つのROに関連付けられる同期信号ブロック(または同期信号ブロックグループ)の数Nは
、F4の因数であるか、または実際に送信される同期信号ブロック(もしくは同期信号ブロ
ックグループ)の数以下である整数であるべきである。端末デバイスは、基地局が他の値
を構成することを望まない。あるいは、基地局が他の値を構成する場合、端末デバイスは
、Nをデフォルトで予め設定された値に設定する。
【０１４２】
　他の実装において、ネットワークデバイスは、1つのROに関連付けられる同期信号ブロ
ックの最大数を16または8として指定しうる。ネットワークデバイスは、同期信号ブロッ
クの数と同期信号ブロックグループの数との両方に基づいてROの数を構成しうる。構成方
法において、1つのROに関連付けられうる同期信号ブロックの数および1つのROに関連付け
られうる同期信号ブロックグループの数は、それぞれ、1/F、1/2、1、2、3 or 4、1 grou
p、2 group、3 or 4 group、またはall groupである。数は、3bitを使用することによっ
て表されうる。値3または4は、1つのgroup内の実際に送信される同期信号ブロックの数が
3もしくは6であるとき、値が3に設定され、または1つのgroup内の実際に送信される同期
信号ブロックの数もしくは実際に送信される同期信号ブロックの数が4もしくは8であると
き、値が4に設定されることを示す。構成方法において、1つのROに関連付けられうる同期
信号ブロックの数および1つのROに関連付けられうる同期信号ブロックグループの数は、1
/F、1/2、1、2、3、4、およびallである。数は、3bitを使用することによって表されうる
。構成方法において、1つのROに関連付けられうる同期信号ブロックの数は、2つの種類に
分類される。第1の種類は、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が分数の値で
ある、具体的には、複数の同期信号ブロックが1つのROに関連付けられることを示す多対1
である。1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数は、1/F、1/2、および2/Fであり
え、または1/Fおよび1/2でありえ、または1/Fおよび2/Fでありえ、または1/Fでありうる
。構成のこの部分は、Fの値に関連しうる。第2の種類は、1つのROが1つまたは複数の同期
信号ブロックに関連付けられ、1対多および1対1である。1対多で構成される値は、実際に
送信される同期信号ブロックの数に基づいてもよく、または1つの同期信号ブロックグル
ープ内のすべての同期信号ブロックの数に関連する。構成されうる値は、1、2、3、4、5
、6、7、および8を含み、5、6、および7は、4または8と共に構成されうる。5、6、および
7が8と共に構成されるとき、1つのROに関連付けられうる同期信号ブロックの数は、1つの
グループまたはAllである。3および4は、共に構成されてもよく、または3および4は、5と
共にに構成されうる。この場合、構成されうる値は、1、2、4、およびall、または1、2、
3、およびall、または1、2、Z、およびallであり、Zは、3または4を表し、実際に送信さ
れる同期信号ブロックの数に基づいて決定される。Allは、同期信号ブロックおよび同期
信号ブロックグループの総数を示すか、または1つの同期信号ブロックグループ内のすべ
ての同期信号ブロックの数を示す。1つのROが1つまたは複数の同期信号ブロックグループ
に関連付けられるとき、ネットワークデバイスは、N個のグループと関連するように1つの
ROを構成してもよく、Nの値は、1、2、3、4、5、6、7、または8でありうる。構成中に、
ネットワークデバイスは、Nを1つのグループもしくはすべてのグループとして構成するか
、またはNを1もしくは2として構成するか、またはNを1もしくは(2 or 3)として構成しう
る。ネットワークデバイスは、3つの種類のすべてを構成するか、または初めの2つの種類
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のみを構成しうる。
【０１４３】
　ネットワークデバイスは、あるいは1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数お
よび1つの同期信号ブロックに関連するランダムアクセスプリアンブルの数を一緒に構成
しうる。言い換えると、1つのROに関連付けられるランダムアクセスプリアンブルの数は
、表3に示されるように、1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数に基づいて構成
され、NROは、ROの数を示し、NSSは、SSの数を示し、NPは、1つの同期信号ブロックに関
連するランダムアクセスプリアンブルの数を示す。あるいは、表3の一部のデータは、一
緒に構成される。たとえば、1つのROに関連付けられるランダムアクセスプリアンブルの
数が4以下または1であるとき、1つの同期信号ブロックに関連するランダムアクセスプリ
アンブルの数に関するデータビットの数は、4である。1つのROに関連付けられる同期信号
ブロックの数が4よりも大きいまたは1であるとき、それは、1つの同期信号ブロックに関
連するランダムアクセスプリアンブルの数に関するいくつかのデータビットが1つのROに
関連付けられる同期信号ブロックの数を示すために使用されうることを示す。
【０１４４】
【表３】

【０１４５】
　本出願のこの実施形態において提供される通信方法によれば、各ダウンリンク同期信号
に関連付けられるランダムアクセスリソースの時間-周波数位置が示され、それによって
端末デバイスは、ダウンリンクの同期を通じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネット
ワークデバイスがランダムアクセス信号を受信するときに起こるネットワークデバイスの
ビームの食い違いとを防止するために、アップリンクランダムアクセス信号を送信するた
めの時間-周波数位置を取得し、それにより効率を高める。
【０１４６】
　ロングタームエボリューション(long term evolution、LTE)通信システムにおいては、
端末デバイスがランダムアクセス信号を送信するとき、ランダムアクセス信号を送信する
ための時間周波数リソースが周期的なまたは準静的にもしくは静的に構成されるアップリ
ンク信号のための時間周波数リソースと衝突するかどうかは、考慮されない。端末デバイ
スが周期的なまたは準静的にもしくは静的に構成されるアップリンク信号を送信するとき
、周期的なまたは準静的にもしくは静的に構成されるアップリンク信号を送信するための
時間周波数リソースがランダムアクセスのための時間周波数リソースと衝突するかどうか
は、考慮されない。結果として、ランダムアクセス信号あるいは周期的なまたは準静的に
もしくは静的に構成されるアップリンク信号は、干渉を受け、信号受信性能が、悪化する
。
【０１４７】
　したがって、上述のアップリンク信号が送信されるときに時間周波数リソースの衝突が
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発生する問題が考慮される必要がある。
【０１４８】
　本出願の実施形態は、端末デバイスが時間周波数リソース指示情報に基づいてアップリ
ンク信号を送信するように、他の通信方法および装置を提供する。このようにして、アッ
プリンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されることが可能であり、信号受信
性能が高められる。
【０１４９】
　図5は、本出願の実施形態による他の通信方法のインタラクションプロセスの概略的な
図である。方法は、以下のステップを含みうる。
【０１５０】
　S501: ネットワークデバイスは、端末デバイスに第1の情報および/または第2の情報を
送信する。端末デバイスは、ネットワークデバイスによって送信された第1の情報および/
または第2の情報を受信する。第1の情報は、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリ
ンク信号を送信するように命じるために使用され、および/または第2の情報は、第2の時
間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信するように命じるために使用される
。
【０１５１】
　S502: ネットワークデバイス/端末デバイスは、下のいずれかのステップをさらに行う
。
　第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが
第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、端末デバイスが、
第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネ
ットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが、第1の
時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デ
バイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するか、または
　第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが
第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、端末デバイスが、
第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネ
ットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが、第2の
時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デ
バイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信するか、または
　第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが
第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重
なるとき、端末デバイスが、第1の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1の
アップリンク信号を送信し、および/もしくは端末デバイスが、第2の時間周波数リソース
上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが
、第1の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号
を受信し、および/もしくはネットワークデバイスが、第2の時間周波数リソース上で端末
デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信する。
【０１５２】
　この実施形態において、第1のアップリンク信号は、以下、すなわち、周期的(periodic
)信号、準静的(semi-static)信号、準永続的(semi-persistent)信号、周期的サウンディ
ング基準信号(sounding reference signal、SRS)、周期的復調基準信号(demodulation re
ference signal、DMRS)、周期的物理アップリンク共有チャネル(physical uplink shared
 channel、PUSCH)信号、周期的物理アップリンク制御チャネル(physical uplink control
 channel、PUCCH)信号、および動的(dynamic)スケジューリング/構成信号のうちの少なく
とも1つであり、第2のアップリンク信号は、ランダムアクセス信号である。第1のアップ
リンク信号(すなわち、周期的なまたは準静的にもしくは静的に構成されるアップリンク
信号)は、通常、ネットワークデバイスによって構成される。第1のアップリンク信号のア
ップリンク信号送信時間および周波数リソース情報が、ダウンリンク制御チャネルを使用
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することによって示されてもよく、または示されなくともよい。あるいは、第1のアップ
リンク信号のアップリンク信号送信時間および周波数リソース情報内の一部の情報は、ダ
ウンリンク制御チャネルを使用することによって示されてもよく、その他の時間および周
波数情報は、RRCシグナリング、MAC CE、またはPDCCH orderを使用することによって前も
って指定される。前もって指定される情報は、時間の観点で周期的に発生する。ランダム
アクセス信号は、アップリンクの同期のために使用される。第1のアップリンク信号およ
び第2のアップリンク信号を送信するための時間周波数リソースの間の衝突は、最大限削
減されるべきであり、または存在すべきでない。
【０１５３】
　実際、第1のアップリンク信号は、通常、より多くの時間リソースおよび/または周波数
(帯域幅)リソースを占有し、第2のアップリンク信号の時間および周波数位置は、セルレ
ベルの構成である。結果として、第1のアップリンク信号と第2のアップリンク信号との間
の時間および周波数リソース位置の重なりまたは部分的重なりが、防止され得ない。場合
によっては、第2のアップリンク信号の時間および周波数位置を変更することは、比較的
長い時間または比較的大きなオーバーヘッドを必要とする。したがって、第2のアップリ
ンク信号の時間および周波数位置に第1のアップリンク信号をスケジューリングすること
は、可能な限り避けられるべきである。重なりまたは部分的重なりが防止され得ない場合
、信号のうちの一方の重なる部分をパンクチャするかまたは送信しないことが、考慮され
る。
【０１５４】
　この実施形態においては、第1のアップリンク信号および/または第2のアップリンク信
号を送信する前に、端末デバイスが、ネットワークデバイスによって送信された第1の情
報および/または第2の情報を受信する。第1の情報は、第1の時間周波数リソース上で第1
のアップリンク信号を送信するように命じるために使用され、および/または第2の情報は
、第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信するように命じるために使
用される。言い換えると、ネットワークデバイスは、アップリンク信号を送信するための
時間周波数リソースを示す。
【０１５５】
　具体的には、S501は、
　ネットワークデバイスによって送信された第1の情報および/または第2の情報を、下記
の情報の少なくとも1つの種類を使用することによって端末デバイスによって受信するこ
とを含み、下記の情報の少なくとも1つの種類は、システム情報、無線リソース制御(radi
o resource control、RRC)シグナリング、ダウンリンク制御チャネル、およびMAC CEを含
む。
【０１５６】
　端末デバイスが第1の情報および/または第2の情報を受信した後、第1のアップリンク信
号および/または第2のアップリンク信号を送信するための下記のいくつかの実装が、特定
の場合に基づいて含まれる。
【０１５７】
　1つの実装においては、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の
時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれると
き、端末デバイスが、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間
周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し、ネットワ
ークデバイスが、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信する。特
に、第1の時間周波数リソースと第2の時間周波数リソースとの間の衝突する時間周波数リ
ソースが、第3の時間周波数リソースである。端末デバイスが時間周波数リソースの衝突
を考慮せず、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号をそのまま送信する場
合、第1の時間周波数リソースが第2のアップリンク信号を送信するために使用される第2
の時間周波数リソースと衝突するので、ネットワークデバイスが第1のアップリンク信号
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および/または第2のアップリンク信号を受信するときに、信号受信性能が影響を受けうる
。したがって、端末デバイスは、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース
以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し
、ネットワークデバイスは、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外
の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受
信する。具体的には、衝突する時間周波数リソースがパンクチャされ、衝突する時間周波
数リソース上で信号が送信されず、実際に送信される時間周波数リソースに基づいてレー
トマッチングが計算される。このようにして、第1のアップリンク信号および/または第2
のアップリンク信号の信号受信性能が、高められ得る。
【０１５８】
　他の実装においては、第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の
時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれると
き、端末デバイスが、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間
周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し、ネットワ
ークデバイスが、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波
数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信する。特
に、第2の時間周波数リソースと第1の時間周波数リソースとの間の衝突する時間周波数リ
ソースが、第4の時間周波数リソースである。端末デバイスが時間周波数リソースの衝突
を考慮せず、第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号をそのまま送信する場
合、第2の時間周波数リソースが第1のアップリンク信号を送信するために使用される第1
の時間周波数リソースと衝突するので、ネットワークデバイスが第1のアップリンク信号
および/または第2のアップリンク信号を受信するときに、信号受信性能が影響を受けうる
。したがって、端末デバイスは、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース
以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し
、ネットワークデバイスは、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外
の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受
信する。このようにして、第1のアップリンク信号および/または第2のアップリンク信号
の信号受信性能が、高められ得る。
【０１５９】
　さらに他の実装においては、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の
第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4
の時間周波数リソースと重なるとき、端末デバイスが、第1の時間周波数リソース上でネ
ットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信し、および/または端末デバイスが、
第2の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し、
ネットワークデバイスが、第1の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信され
る第1のアップリンク信号を受信し、および/またはネットワークデバイスが、第2の時間
周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信する
。特に、この実装の応用のシナリオは、端末デバイスが、送信プリコーディングタイプの
第1の種類を使用することによって第1のアップリンク信号および/または第2のアップリン
ク信号を送信することである。送信プリコーディングタイプは、第1の種類および第2の種
類を含む。送信プリコーディングタイプが第1の種類であるとき、送信プリコーディング
タイプは、シングルキャリア、例としてDFT-OFDM、および他の例として線形フィルタリン
グシングルキャリア(linear filtering single carrier)に対応する。送信プリコーディ
ングタイプが第2の種類であるとき、送信プリコーディングタイプは、マルチキャリア、
たとえばOFDMに対応する。第1の種類の送信プリコーディングタイプがアップリンク信号
を送信するために使用されるとき、アップリンク信号が衝突する時間周波数リソース上で
送信されない場合、ピーク対平均電力比(peak-to-average power ratio、PAPR)が高まる
。したがって、この実施形態では、たとえば、第1の種類の送信プリコーディングタイプ
がアップリンク信号を送信するために使用されるシナリオにおいて(確かに、シナリオは
、あるいは、他のシナリオでありうる)、第1の情報によって示される第1の時間周波数リ
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ソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソ
ース内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、第1のアップリンク信号および第2のア
ップリンク信号に対する信号の干渉を防止することが、考慮されな
いことがあり、端末デバイスは、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を
送信し、および/または第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信する
。ネットワークデバイスは、第1の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信さ
れる第1のアップリンク信号を受信し、および/またはネットワークデバイスは、第2の時
間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信す
る。
【０１６０】
　同じ端末デバイスが第1のアップリンク信号および第2のアップリンク信号を同時に送信
してもよく、または一度に第1のアップリンク信号および第2のアップリンク信号のどちら
かを送信する、言い換えると、第1のアップリンク信号および第2のアップリンク信号を異
なる時間に送信してもよいことに留意されたい。ネットワーク上に複数の端末デバイスが
存在し、1つのアップリンク信号の時間周波数リソースが複数の端末デバイスによって共
有されることがあり、たとえば、第2のアップリンク信号の時間周波数リソースが共有さ
れ、ランダムアクセス信号であるとき、この場合、複数の端末デバイスが、異なるアップ
リンク信号を送信し、たとえば、端末デバイス1が、第1のアップリンク信号を送信し、端
末デバイス2が、第2のアップリンク信号を送信する。この場合、端末デバイス1は、上述
の実施形態のいずれかにおいて説明された方法で第1のアップリンク信号を送信してもよ
く、端末デバイス2は、上述の実施形態のいずれかにおいて説明された方法で第2のアップ
リンク信号を送信してもよい。ネットワークデバイスは、対応する方法で対応するアップ
リンク信号を受信する。具体的には、端末デバイス1が第1のアップリンク信号の時間周波
数リソースおよび第2のアップリンク信号の時間周波数リソースと重ねられる第3の時間周
波数リソースの位置で信号を送信しない場合、ネットワークデバイスは、端末デバイス1
から第1のアップリンク信号を受信するとき、第3の時間周波数リソースの位置に関してレ
ートマッチングを実行する必要がある。同様に、端末デバイス2が第2のアップリンク信号
の時間周波数リソースおよび第1のアップリンク信号の時間周波数リソースに共通する第4
の時間周波数リソースの位置で信号を送信しない場合、ネットワークデバイスは、端末デ
バイス2から第2のアップリンク信号を受信するとき、第4の時間周波数リソースの位置に
関してレートマッチングを行う必要がある。
【０１６１】
　確かに、ネットワークデバイスは、第1のアップリンク信号および第2のアップリンク信
号に対する信号の干渉を防止することが考慮されるかどうか、および衝突する時間周波数
リソース上でアップリンク信号を送信すべきかどうかをさらに示してもよい。したがって
、方法は、
　ネットワークデバイスによって端末デバイスに第3の情報を送信し、端末デバイスによ
って第3の情報を受信するステップであって、第3の情報が、アップリンク信号送信プリコ
ーディングタイプを含み、アップリンク信号送信プリコーディングタイプが、第1の種類
および第2の種類を含む、送信し、受信するステップと、
　第1の情報、第2の情報、および第3の情報に基づいて端末デバイスによってネットワー
クデバイスにアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスによってアップリンク信
号を受信するステップとをさらに含む。
【０１６２】
　言い換えると、この実装において、ネットワークデバイスは、アップリンク信号を送信
するための送信プリコーディングタイプを端末デバイスに示すために第3の情報を送信す
る。
【０１６３】
　さらに、ネットワークデバイス/端末デバイスが、下のいずれかのステップをさらに行
う。
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　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第1の種類であり、および/もしくは第
1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の
情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重なると
き、端末デバイスが、第1の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップ
リンク信号を送信し、および/もしくは端末デバイスが、第2の時間周波数リソース上でネ
ットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが、第1の
時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信
し、および/もしくはネットワークデバイスが、第2の時間周波数リソース上で端末デバイ
スによって送信される第2のアップリンク信号を受信するか、または
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第1の情報によって
示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示
される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、端末デバイスが、第1の時間周波数リソ
ース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイス
に第1のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが、第1の時間周波数リソース
内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信
される第1のアップリンク信号を受信するか、または
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第2の情報によって
示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示
される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、端末デバイスが、第2の時間周波数リソ
ース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイス
に第2のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスが、第2の時間周波数リソース
内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信
される第2のアップリンク信号を受信する。
【０１６４】
　具体的な実装においては、ネットワークデバイスによって示されるアップリンク信号送
信プリコーディングタイプが第1の種類である場合、第1の情報によって示される第1の時
間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間
周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重なることが考えられ、端末デバイスは
、第1のアップリンク信号および第2のアップリンク信号に対する信号の干渉を防止せず、
そのまま、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信し、および/また
は第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信する。あるいは、端末デバ
イスは、アップリンク信号送信プリコーディングタイプを考慮しなくともよい。たとえば
、信号の干渉を防止することが考慮されないことがある他のシナリオにおいて、端末デバ
イスは、そのまま、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信し、およ
び/または第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信する。
【０１６５】
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類である場合、端末デバイス
は、第1のアップリンク信号と第2のアップリンク信号との間の時間周波数リソースの衝突
または信号の干渉を考慮してもよい。具体的には、端末デバイスは、第1の時間周波数リ
ソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイ
スに第1のアップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスは、第1の時間周波数リソー
ス内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送
信される第1のアップリンク信号を受信し、端末デバイスは、第2の時間周波数リソース内
の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2の
アップリンク信号を送信し、ネットワークデバイスは、第2の時間周波数リソース内の第4
の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第
2のアップリンク信号を受信する。
【０１６６】
　このようにして、第1の種類の送信プリコーディングのPAPRの性能は、影響を受けず、
第2の種類の送信プリコーディングのPAPRの性能に対する影響は、ほとんどない。加えて
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、アップリンク信号が衝突する時間周波数リソース上で送信されないので、信号受信性能
が高められる。
【０１６７】
　あるいは、ネットワークデバイスは、さらに、衝突する時間周波数リソース上で第1の
アップリンク信号および/または第2のアップリンク信号を送信すべきかどうかを示す、つ
まり、S502のステップを行うべきかどうかまたはS502のどのステップが行われる必要があ
るかを示しうる。具体的な実装において、ネットワークデバイスは、衝突する時間周波数
リソース上で第1のアップリンク信号および/または第2のアップリンク信号を送信すべき
かどうかを、システム情報、RRCメッセージ、MAC CE、PDCCH、ランダムアクセス応答(msg
2)をスケジューリングするための制御チャネル、またはmsg2内で搬送されるランダムアク
セス応答(random access response、RAR)で端末デバイスに示しうる。たとえば、指示は
、1bitの情報でありえ、「1」が、衝突する時間周波数リソース上でアップリンク信号を
送信することが防止されることを示し(または「1」が、送信プリコーディングタイプが第
2の種類、つまり、OFDMであるときに、衝突する時間周波数リソース上でアップリンク信
号を送信することが防止されることを示し)、「0」が、衝突する時間周波数リソース上で
アップリンク信号を送信することが防止される必要がないことを示す。あるいは、逆に、
「0」が、衝突する時間周波数リソース上でアップリンク信号を送信することが防止され
ることを示し(または「0」が、送信プリコーディングタイプが第2の種類、つまり、OFDM
であるときに、衝突する時間周波数リソース上でアップリンク信号を送信することが防止
されることを示し)、「1」が、衝突する時間周波数リソース上でアップリンク信号を送信
することが防止される必要がないことを示す。上述のシステム情報は、物理ブロードキャ
ストチャネル(physical broadcast channel、PBCH)送信のシステム情報、またはその他の
チャネル送信のシステム情報、またはユーザの要求に基づく送信のシステム情報を含みう
る。上述のmsg2内で搬送されるRARは、MACヘッダまたはMAC CEに含まれうる。
【０１６８】
　本出願のこの実施形態において提供される通信方法によれば、端末デバイスが、時間周
波数リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する。このようにして、アップ
リンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されることが可能であり、信号受信性
能が高められる。特に、端末デバイスが、指示情報に基づいてランダムアクセス時間周波
数リソースの位置を決定する。アップリンク信号を送信するとき、アップリンク信号の時
間周波数リソースがランダムアクセス時間周波数リソースと衝突する場合、端末は、ラン
ダムアクセスリソースの時間周波数リソース上でアップリンク信号を送信しない。それに
対応して、アップリンク信号を受信するとき、ネットワークデバイスは、アップリンク信
号のランダムアクセスリソースの時間-周波数位置およびランダムアクセスリソースの時
間周波数リソースの位置に基づいてレートマッチングを行う必要がある。
【０１６９】
　他の実施形態において、現在のプロトコルは、異なる周波数帯域に基づいて最大で4、8
、または64個の同期信号ブロックの送信をサポートする。実際のシステムにおいて、ネッ
トワークデバイスは、4、8、または64個未満の同期信号ブロックを送信する場合がある。
したがって、従来技術は、端末デバイスがダウンリンクのデータレートマッチングなどの
機能を行う、つまり、これらの示された送信される同期信号ブロックが調整されるように
、ネットワークデバイスが実際に送信される同期信号ブロックを端末デバイスに通知する
のをサポートする。たとえば、図6に示されるように、NRにおいては、実際に送信される
同期信号ブロックの特定の時間位置が、RMSIビットマッピング(ビットマップ、bitmapと
も呼ばれる)情報を使用することによって示される。6GHzを超える周波数帯域に関しては
、1つのSS burst set内に最大で64個の同期信号ブロックが存在する。64個の同期信号ブ
ロックは、最大で8個のグループに分割され、8ビットの情報が、同期信号ブロックグルー
プが送信されるかどうかを示すために使用される。各グループは、最大で8個の同期信号
ブロックを有し、同期信号ブロックが送信されるかどうかを示すために8ビットの情報を
使用する。合計で8+8=16bitの情報が、指示のために使用される。6GHz未満の周波数帯域
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に関して、1つのSS burst setは、最大で8個の同期信号ブロックを有し、指示のための8b
itの情報を使用する。たとえば、6GHzを超える周波数帯域に関して、周波数帯域の同期信
号ブロックの実際の送信についての情報は、1101100110100011であり、周波数帯域のグル
ープについての情報は、11011001であり、同期信号ブロックグループ0、1、3、4、および
7が実際に送信される同期信号ブロックを有し、その他のグループが実際に送信される同
期信号ブロックを持たないことを示す。グループ内の情報は、10100011であり、グループ
内の同期信号ブロック0、2、6、および7が送信されることを示す。
【０１７０】
　具体的な通知方法は、以下の通りである。
【０１７１】
　(1)システム情報内の指示
【０１７２】
　64個の同期信号ブロックが存在するとき、64個の同期信号ブロックは、8個のグループ
に分割され、各グループは、8個の同期信号ブロックを有する。具体的な指示においては
、8bitのbitmapが、どのグループが送信されるかを示すために使用され、他の8bitのbitm
apが、グループ内のどの同期信号ブロックが送信されるかを示すために使用される。
【０１７３】
　8個の同期信号ブロックが存在するとき、8bitのbitmapが、どの同期信号ブロックが送
信されるかを示すためにそのまま使用される。
【０１７４】
　4個の同期信号ブロックが存在するとき、4bitのbitmapが、どの同期信号ブロックが送
信されるかを示すためにそのまま使用される。
【０１７５】
　(2)MAC CEおよび/またはRRCシグナリングおよび/またはPDCCH内の指示
【０１７６】
　64/8/4個の同期信号ブロックが存在するとき、64/8/4bitのbitmapが、どの同期信号ブ
ロックが送信されるかを示すためにそのまま使用される。
【０１７７】
　各同期信号ブロックは、具体的なRACHリソースに関連付けられる。具体的な関連付けの
構成方法に関しては、本発明の関連する実施形態を参照されたい。詳細は、本明細書にお
いて再度説明されない。この関連付けに基づいて、ネットワークデバイスは、上述の既存
の同期信号ブロックの指示に基づいて接続モードまたはIdleモードの端末デバイスに具体
的な衝突するまたは衝突しないリソースのRACHリソースパターン(pattern)を送信しても
よい。指示に関して、シングルキャリアまたはマルチキャリアが、アップリンクデータの
みを送信するために使用されてもよく、任意の波形が、適する。
【０１７８】
　端末デバイスは、同期信号位置情報、ランダムアクセス構成情報、および同期信号とラ
ンダムアクセス信号との間のマッピングについての情報のうちの少なくとも1つに基づい
てアップリンク信号の時間周波数リソースの位置を決定しうる。
【０１７９】
　特に、実装において、指示は、実際に送信される同期信号ブロックに基づいて行われる
。
【０１８０】
　端末デバイスは、衝突するRACHリソース上でアップリンクデータを送信すべきかどうか
を示すために既存の指示を再利用しうる。同期信号ブロックが送信されることを指示が示
す場合、端末デバイスは、この同期信号ブロックに関連するRACHリソースを避ける必要が
ある。このようにして、追加的な指示情報は必要とされない。
【０１８１】
　他の実装において、指示は、同期信号ブロックとRACHリソースとの間の関連付け関係に
基づいて行われる。
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【０１８２】
　従来技術においては、同期信号ブロックが、RACHリソースに関連付けられ、同じRACHリ
ソースとの複数の同期信号ブロックの関連付けが、サポートされる。したがって、指示が
、同期信号ブロックに基づいて行われてもよく、同じ指示が、同じRACHリソースに関連す
る複数の同期信号ブロックに関して与えられうる。具体的な指示方法が、以下で説明され
る。
【０１８３】
　さらに他の実装において、指示は、送信される可能性がある同期信号ブロックの最大数
に基づいて行われる。
【０１８４】
　ネットワークデバイスは、周波数帯域に基づいて64/8/4個の同期信号ブロックを送信し
うる。周波数帯域に関して最大で8個の同期信号ブロックが存在し、2個の同期信号ブロッ
クが同じRACHリソースに関連付けられると仮定される。8bitではなく4bitだけの指示が必
要とされ、指示は上述の実際に送信される同期信号ブロックに依存しない。たとえば、「
1001」がユーザに示される場合、ユーザは、同期信号ブロック1、2、7、および8に関連す
るRACHリソース上でアップリンクデータを送信することができない。確かに、指示は、あ
るいは、ユーザが同期信号ブロック3、4、5、および6に関連するRACHリソース上でアップ
リンクデータを送信することができないことを示しうる。これは、bitの「1」または「0
」の具体的な意味に依存する。
【０１８５】
　さらに他の実装において、指示は、実際に送信される同期信号ブロックに基づいて行わ
れる。
【０１８６】
　ネットワークデバイスによって通知された実際に送信される同期信号ブロックに基づい
て行われる指示は、bitの数をさらに削減しうる。たとえば、周波数帯域に関して最大で8
個の同期信号ブロックが存在すると仮定される。しかし、ネットワークデバイスの指示に
従って、8個の同期信号ブロックのうちの6個だけが実際に送信され(同期信号ブロック1、
2、5、6、7、および8が送信されると仮定する)、2個の同期信号ブロックが同じRACHリソ
ースに関連付けられる。この場合、3bitの指示のみが必要とされる。たとえば、「001」
がユーザに示される場合、ユーザは、同期信号ブロック7および8に関連するRACHリソース
上でアップリンクデータを送信することができない。確かに、指示は、あるいは、ユーザ
が同期信号ブロック1、2、5、および6に関連するRACHリソース上でアップリンクデータを
送信することができないことを示しうる。これは、bitの「1」または「0」の特定の意味
に依存する。同期信号ブロック3および4が送信されないので、指示は、同期信号ブロック
3および4に関連せず、実際に送信される同期信号ブロック1、2、5、6、7、および8のみに
関連付けられる。
【０１８７】
　言い換えると、指示は、実際に送信される同期信号ブロックに関連するランダムアクセ
スリソースの時間周波数の長さに基づいて行われる。たとえば、実際に送信される同期信
号ブロックに関連するランダムアクセスリソースの時間周波数リソースの長さ(またはラ
ンダムアクセス時間周波数リソースの数)がKである場合、長さKのビットマップが、指示
のために使用され、Kは、整数であり、たとえば、K = 1から128である。さらに他の実装
において、指示は、RACHの構成に基づいて行われる。
【０１８８】
　RACHリソースは、システムメッセージ内のRACH構成情報を使用することによって構成さ
れ、特定の周期、たとえば、10/20/40/80/160msに従って繰り返される。したがって、1つ
の周期内に構成されるRACHリソースは、直接示されうる。たとえば、RACHリソースがX個
の時間領域内に構成される場合、X-bitのbitmapが、指示のために使用される。各bitが、
端末デバイスがアップリンクのデータ送信中に1つの時間領域内のRACHリソースとの衝突
を避ける必要があるかどうかを示す。X個の時間領域の時間の長さは、ランダムアクセス
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リア間隔に基づいてもよく、Xは、整数であり、たとえば、X = 1から1024である。
【０１８９】
　他の例として、X個の時間領域内にF個の周波数分割多重化されるランダムアクセスリソ
ースが存在し、指示が、XおよびFの少なくとも1つに基づいて行われうる。たとえば、Fビ
ットのビットマップが、Fビットのビットマップに示された周波数位置の衝突がアップリ
ンク信号のために処理される必要があることを示すために示され、Fは、整数であり、た
とえば、F = 1から128である。他の例として、Yビットのビットマップが、Yビットのビッ
トマップに示された時間-周波数位置の衝突がアップリンク信号のために処理される必要
があることを示すために示される。たとえば、Y = F×Xである。
【０１９０】
　RACH構成情報は、物理ランダムアクセスチャネル(physical random-access channel、P
RACH)構成インデックスおよびランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィール
ドを含むことに留意されたい。PRACH構成インデックスおよびランダムアクセスプリアン
ブルサブキャリア間隔フィールドは、ランダムアクセス時間リソース情報および/または
ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔を一緒に決定する。たとえば、ランダム
アクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドは、1ビットの長さを有する。ランダ
ムアクセスのための周波数帯域が第1の周波数帯域(たとえば、6GHz未満)であるとき、時
間情報が、PRACH構成インデックス、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フ
ィールド、および予め設定された第1のランダムアクセス構成テーブルに基づいて決定さ
れる。ランダムアクセスプリアンブルフォーマットがランダムアクセスプリアンブルサブ
キャリア間隔についての情報を含む場合、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間
隔フィールドが、ランダムアクセスリソースの時間情報を示すためにさらに使用されうる
。たとえば、ランダムアクセスプリアンブルフォーマットがプリアンブルフォーマット0
から3であるとき、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドが0である
場合、第1の時間が示され、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールド
が1である場合、第2の時間が示される。たとえば、表3に示されるように、プリアンブル
フォーマットFは、5Gにおいて定義されるプリアンブルフォーマット0から3でありえ、ラ
ンダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔は、このフォーマットの値に基づいて決定
されうる。Pは、ランダムアクセス構成周期またはランダムアクセスリソース周期として
理解されてもよく、Pの値は、ミリ秒を使用することによって表されてもよい。たとえば
、Pは、1ms、5ms、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms、および640msのうちのいずれ
か1つであり、msは、時間単位ミリ秒を示す。あるいは、Pの値は、フレームの数、たとえ
ば、0.5、1、2、4、8、16、32、64、128、または256フレームを使用することによって表
されてもよく、各フレームは、10msである。Qは、1つの周期(たとえば、ランダムアクセ
ス構成周期P)内でランダムアクセスリソースが現れる時間位置(たとえば、フレームまた
はサブフレーム)を示す。たとえば、Pは、1よりも大きく、Qは、0からP-1まででありうる
。サブフレームインデックスは、1つの周期内でフレームが現れる時間位置である。1つの
サブフレームの長さは、1ミリ秒であり、開始シンボルは、0から13の任意の値でありうる
。
【０１９１】



(49) JP 6972292 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

【表４】

【０１９２】
　表4においては、nSFN mod x = yである。
【０１９３】
　たとえば、ランダムアクセス構成インデックスによって指定されたランダムアクセスプ
リアンブルフォーマットがプリアンブルフォーマット0から3であるとき、それは、ランダ
ムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドが0である場合、ランダムアクセス
構成周期Pが第1の時間の値であることを示し、それは、ランダムアクセスプリアンブルサ
ブキャリア間隔フィールドが1である場合、ランダムアクセス構成周期Pが第2の時間の値
であることを示す。
【０１９４】
　他の例として、ランダムアクセス構成インデックスによって指定されたランダムアクセ
スプリアンブルフォーマットがプリアンブルフォーマット0から3であるとき、それは、ラ
ンダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドが0である場合、Qが第1の時間
の値であることを示し、それは、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィー
ルドが1である場合、Qが第2の時間の値であることを示す。
【０１９５】
　他の例として、ランダムアクセス構成インデックスによって指定されたランダムアクセ
スプリアンブルフォーマットがプリアンブルフォーマット0から3であるとき、それは、ラ
ンダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドが0である場合、Nが第1の時間
の値であることを示し、それは、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィー
ルドが1である場合、Nが第2の時間の値であることを示す。
【０１９６】
　他の例として、ランダムアクセス構成インデックスによって指定されたランダムアクセ
スプリアンブルフォーマットがプリアンブルフォーマット0から3であるとき、それは、ラ
ンダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィールドが0である場合、Sが第1の時間
の値であることを示し、それは、ランダムアクセスプリアンブルサブキャリア間隔フィー
ルドが1である場合、Sが第2の時間の値であることを示す。
【０１９７】
　図7は、本出願の実施形態による通信装置700の概略的な構造図である。装置700は、受
信ユニット71および処理ユニット72を含みうる。
【０１９８】
　受信ユニット71は、ダウンリンク同期信号ブロックインデックス情報を取得し、たとえ
ば、ダウンリンク信号を受信するように構成され、ダウンリンク信号が、同期信号ブロッ
クインデックス情報を搬送する。
【０１９９】
　受信ユニット71は、ランダムアクセス機会ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係
を示すために使用される情報を受信するようにさらに構成される。
【０２００】
　処理ユニット72は、受信ユニット71によって受信された情報から同期信号ブロックイン
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デックス情報およびランダムアクセス機会ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係を
取得し、同期信号ブロックインデックス情報に対応するROにおいてネットワークデバイス
にアクセスするように構成される。
【０２０１】
　ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係は、以下、すなわち、
　1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの数が、少なくとも1/Fであるかもしくは多
くともPであり、Fは、周波数領域におけるROの数であり、Pが、実際に送信される同期信
号ブロックの数に関連すること、ならびに/または
　N個の同期信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグループが、周波数領域におい
て1つのROに関連付けられるかもしくは周波数領域においてすべてのROと関連付けられる
こと、ならびに/または
　1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであるとき、X個のRACHリソース構成周期Y
毎の最初のRACHリソースが同じ同期信号ブロックに関連付けられ、PおよびXは、整数であ
り、Yは、PにXを乗じた数に等しいことのうちの少なくとも1つである。
【０２０２】
　実装においては、関連付け関係がN個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号ブロック
グループが周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数領域においてす
べてのROに関連付けられることであるとき、受信ユニット71は、ネットワークデバイスか
ら指示情報を受信するようにさらに構成され、指示情報は、N個の同期信号ブロックもし
くはN個の同期信号ブロックグループが周波数領域において1つのROに関連付けられること
を示すために使用され、またはN個の同期信号ブロックもしくはN個の同期信号ブロックグ
ループが周波数領域においてすべてのROに関連付けられることを示すために使用される。
【０２０３】
　他の実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり、X個のRACH
リソース構成周期毎の最初のRACHリソースが同じ同期信号ブロックに関連付けられるとき
、Xは、ネットワークデバイスから受信されるかもしくは予め記憶され、および/またはY
は、ネットワークデバイスから受信されるかもしくは予め記憶される。
【０２０４】
　さらに他の実装において、Yの値は、10ms、20ms、40ms、80ms、160ms、320ms、または6
40msである。
【０２０５】
　さらに他の実装において、Xの値は、同期信号ブロックの数に関連するか、またはXの値
は、1つのランダムアクセスリソース構成周期内のランダムアクセスリソースの数に関連
するか、またはXの値は、1、2、4、8、もしくは16である。
【０２０６】
　さらに他の実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり、X個
のランダムアクセスリソース構成周期毎の最初のランダムアクセスリソースが同じ同期信
号ブロックに関連付けられるとき、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースが
存在する場合、通信装置は、残りのランダムアクセスリソース上でネットワークデバイス
にアクセスしない。
【０２０７】
　さらなる実装においては、1つのランダムアクセスリソース構成周期がPであり、X個の
ランダムアクセスリソース構成周期毎の最初のランダムアクセスリソースが同じ同期信号
ブロックに関連付けられるとき、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースが存
在する場合、1つまたは複数の残りのランダムアクセスリソースは、最初の同期信号ブロ
ック、もしくは最後の同期信号ブロック、もしくは前のX個の周期内の終わりの同期信号
ブロックの次の同期信号ブロックから始まって関連付けられるか、または上述の3つの関
連付け関係のうちの任意の1つまたは複数が、異なるX個の周期において使用される。
【０２０８】
　さらなる実装においては、関連付け関係がN個の同期信号ブロックまたはN個の同期信号
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ブロックグループが周波数領域において1つのROに関連付けられるかまたは周波数領域に
おいてすべてのROに関連付けられるとき、実際に送信される同期信号ブロックまたは同期
信号ブロックグループの数Nが1つのROに関連付けられる同期信号ブロックの、ネットワー
クデバイスによって構成された数によって割り切れない場合、ネットワークデバイスによ
って構成された数の整数倍である同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグループの数
が対応するROに関連付けられた後、残りの同期信号ブロックまたは同期信号ブロックグル
ープは、他の1つまたは複数のROに関連付けられる。
【０２０９】
　本出願のこの実施形態において提供される通信装置によれば、各ダウンリンク同期信号
に関連付けられるランダムアクセスリソースの時間-周波数位置が示され、それによって
端末デバイスは、ダウンリンクの同期を通じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネット
ワークデバイスがランダムアクセス信号を受信するときに起こるネットワークデバイスの
ビームの食い違いとを防止するために、アップリンクランダムアクセス信号を送信するた
めの時間-周波数位置を取得し、それにより効率を高める。
【０２１０】
　図8は、本出願の実施形態による他の通信装置の概略的な構造図である。装置800は、送
信ユニット81および受信ユニット82を含みうる。
【０２１１】
　送信ユニット81は、端末デバイスにダウンリンク同期信号ブロックインデックス情報を
送信するように構成され、たとえば、送信ユニット81は、ダウンリンク同期信号ブロック
を送信し、同期信号ブロックが、同期信号ブロックインデックス情報を搬送する。
【０２１２】
　送信ユニット81は、ランダムアクセスリソースROと同期信号ブロックとの間の関連付け
関係を示すために使用される情報を端末デバイスに送信するようにさらに構成される。送
信ユニットは、ランダムアクセスチャネルRACH構成情報を端末デバイスに送信するように
さらに構成される。詳細に関しては、上述の実施形態における説明を参照されたい。
【０２１３】
　受信ユニット82は、同期信号ブロックインデックス情報に対応するROにおいて端末デバ
イスによって送信されるランダムアクセス信号を受信するように構成される。
【０２１４】
　本出願のこの実施形態において提供される通信装置によれば、各ダウンリンク同期信号
に関連付けられるランダムアクセスリソースの時間-周波数位置が示され、それによって
端末デバイスは、ダウンリンクの同期を通じ、端末デバイスのやみくもな試行と、ネット
ワークデバイスがランダムアクセス信号を受信するときに起こるネットワークデバイスの
ビームの食い違いとを防止するために、アップリンクランダムアクセス信号を送信するた
めの時間-周波数位置を取得し、それにより効率を高める。
【０２１５】
　図9は、本出願の実施形態によるさらに他の通信装置の概略的な構造図である。装置900
は、受信ユニット91および送信ユニット92を含みうる。
【０２１６】
　受信ユニット91は、ネットワークデバイスによって送信された第1の情報および/または
第2の情報を受信するように構成され、第1の情報は、第1の時間周波数リソース上で第1の
アップリンク信号を送信するように命じるために使用され、および/または第2の情報は、
第2の時間周波数リソース上で第2のアップリンク信号を送信するように命じるために使用
される。
【０２１７】
　送信ユニット92は、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時
間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれるとき
に、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上
でネットワークデバイスに第1のアップリンク信号を送信するように構成されるか、また



(52) JP 6972292 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

は
　第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが
第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれるときに、第2の時間周波
数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデ
バイスに第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成されるか、または
　第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが
第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重
なるときに、第1の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアップリンク信
号を送信し、および/もしくは第2の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2
のアップリンク信号を送信するようにさらに構成される。
【０２１８】
　実装において、第1のアップリンク信号は、以下、すなわち、周期的信号、準静的信号
、準永続的信号、周期的サウンディング基準信号、周期的復調基準信号、周期的物理アッ
プリンク共有チャネル信号、周期的物理アップリンク制御チャネル信号、および動的スケ
ジューリング/構成信号のうちの少なくとも1つであり、第2のアップリンク信号は、ラン
ダムアクセス信号である。
【０２１９】
　他の実装において、受信ユニット91は、ネットワークデバイスによって送信された第1
の情報および/または第2の情報を、下記の情報の少なくとも1つの種類を使用することに
よって受信するように特に構成され、下記の情報の少なくとも1つの種類は、システム情
報、無線リソース制御シグナリング、ダウンリンク制御チャネル、および媒体アクセス制
御制御要素MAC CEを含む。
【０２２０】
　さらに他の実装において、受信ユニット91は、第3の情報を受信するようにさらに構成
され、第3の情報は、アップリンク信号送信プリコーディングタイプを含み、アップリン
ク信号送信プリコーディングタイプは、第1の種類および第2の種類を含み、送信ユニット
92は、第1の情報、第2の情報、および第3の情報に基づいてネットワークデバイスにアッ
プリンク信号を送信するようにさらに構成される。
【０２２１】
　さらに他の実装においては、
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第1の種類であり、および/もしくは第
1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の
情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重なると
き、送信ユニット92が、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信する
ようにさらに構成され、および/もしくは送信ユニット92が、第2の時間周波数リソース上
でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成されるか
、または
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第1の情報によって
示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示
される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、送信ユニット92が、第1の時間周波数リ
ソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイ
スに第1のアップリンク信号を送信するようにさらに構成されるか、または
　アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第2の情報によって
示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示
される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、送信ユニット92が、第2の時間周波数リ
ソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイ
スに第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成される。
【０２２２】
　本出願のこの実施形態において提供される通信装置によれば、端末デバイスが、時間周
波数リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する。このようにして、アップ
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リンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されえ、信号受信性能が高められる。
【０２２３】
　図10は、本出願の実施形態によるさらに他の通信装置の概略的な構造図である。装置10
00は、送信ユニット101および受信ユニット102を含みうる。
【０２２４】
　送信ユニット101は、端末デバイスに第1の情報および/または第2の情報を送信するよう
に構成され、第1の情報は、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信
するように命じるために使用され、および/または第2の情報は、第2の時間周波数リソー
ス上で第2のアップリンク信号を送信するように命じるために使用され、
　第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが
第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含まれるとき、受信ユニット102
が、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上
で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するように構成される
か、または第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リ
ソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、受信ユニ
ット102が、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リ
ソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信号を受信するように構
成されるか、または第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間
周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周
波数リソースと重なるとき、受信ユニット102が、第1の時間周波数リソース上で端末デバ
イスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するように構成され、および/もし
くは受信ユニット102が、第2の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される
第2のアップリンク信号を受信するように構成される。この態様において、端末デバイス
は、時間周波数リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する。このようにし
て、アップリンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されえ、ネットワークデバ
イスの信号受信性能が高められる。
【０２２５】
　可能な実装において、送信ユニット101は、端末デバイスに第3の情報を送信するように
さらに構成され、第3の情報は、アップリンク信号送信プリコーディングタイプを含み、
アップリンク信号送信プリコーディングタイプは、第1の種類および第2の種類を含み、受
信ユニット102は、第1の情報、第2の情報、および第3の情報に基づいて端末デバイスによ
って送信されるアップリンク信号を受信するようさらに構成される。
【０２２６】
　他の可能な実装においては、アップリンク信号送信プリコーディングタイプが第1の種
類であり、および/もしくは第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内の第3
の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の
時間周波数リソースと重なるとき、受信ユニット102が、第1の時間周波数リソース上で端
末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するように構成され、およ
び/もしくは受信ユニット102が、第2の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送
信される第2のアップリンク信号を受信するように構成されるか、またはアップリンク信
号送信プリコーディングタイプが第2の種類であり、第1の情報によって示される第1の時
間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間
周波数リソースに含まれるとき、受信ユニット102が、第1の時間周波数リソース内の第3
の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第
1のアップリンク信号を受信するように構成されるか、またはアップリンク信号送信プリ
コーディングタイプが第2の種類であり、第2の情報によって示される第2の時間周波数リ
ソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周波数リソ
ースに含まれるとき、受信ユニット102が、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波
数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップ
リンク信号を受信するように構成される。
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【０２２７】
　本出願のこの実施形態において提供される通信装置によれば、端末デバイスが、時間周
波数リソース指示情報に基づいてアップリンク信号を送信する。このようにして、アップ
リンク信号の間の時間周波数リソースの衝突が防止されることが可能であり、ネットワー
クデバイスの信号受信性能が高められる。
【０２２８】
　図7に与えられる通信装置は、図3の方法の実施形態に対応する。図9に与えられる通信
装置は、図5の方法の実施形態に対応する。方法の実施形態のすべての説明は、通信装置
に適用可能である。
【０２２９】
　本出願の図3および図5の通信装置は、それぞれ、端末デバイス、または端末デバイスに
搭載されたチップもしくは集積回路でありうる。
【０２３０】
　通信装置が端末デバイスであることが、例として使用される。図11は、簡略化された端
末デバイスの概略的な構造図である。理解および説明を容易にするために、図11において
は、端末デバイスがモバイル電話であることが、例として使用される。図11に示されるよ
うに、端末デバイスは、プロセッサ、メモリ、無線周波数回路、アンテナ、および入力/
出力装置を含む。プロセッサは、主に、通信プロトコルおよび通信データを処理し、端末
デバイスを制御し、ソフトウェアプログラムを実行し、ソフトウェアプログラムのデータ
を処理するなどするように構成される。メモリは、主に、ソフトウェアプログラムおよび
データを記憶するように構成される。無線周波数回路は、主に、ベースバンド信号と無線
周波数信号との間の変換を行い、無線周波数信号を処理するように構成される。アンテナ
は、主に、電磁波の形態で無線周波数信号を受信および送信するように構成される。タッ
チスクリーン、ディスプレイ、またはキーボードなどの入力/出力装置は、主に、ユーザ
によって入力されたデータを受け取り、ユーザに対してデータを出力するように構成され
る。一部の種類の端末デバイスは、入力/出力装置を持たないことがあることに留意され
たい。
【０２３１】
　データが送信される必要があるとき、送信されるデータに対してベースバンド処理を行
った後、プロセッサは、無線周波数回路にベースバンド信号を出力する。無線周波数回路
は、ベースバンド信号に対する無線周波数処理を行い、アンテナを使用することによって
電磁波の形態で無線周波数信号を外に送信する。データが端末デバイスに送信されるとき
、無線周波数回路は、アンテナを使用することによって無線周波数信号を受信し、無線周
波数信号をベースバンド信号に変換し、ベースバンド信号をプロセッサに出力し、プロセ
ッサは、ベースバンド信号をデータに変換し、データを処理する。説明を容易にするため
に、図11は、ただ1つのメモリおよびプロセッサを示す。実際の端末デバイスの製品にお
いては、1つまたは複数のプロセッサおよび1つまたは複数のメモリが存在しうる。メモリ
は、記録媒体、記録媒体などとも呼ばれうる。メモリは、プロセッサとは独立して配置さ
れてもよく、またはプロセッサと統合されてもよい。これは、本出願のこの実施形態にお
いて限定されない。
【０２３２】
　本出願のこの実施形態において、アンテナならびに受信および送信機能を有する無線周
波数回路は、端末デバイスの受信ユニットおよび送信ユニットとして考えられてもよく(
または集合的にトランシーバユニットと呼ばれうる)、処理機能を有するプロセッサは、
端末デバイスの処理ユニットとして考えられてもよい。図11に示されるように、端末デバ
イスは、受信ユニット111、処理ユニット112、および送信ユニット113を含む。受信ユニ
ット111は、受信器、受信マシン、受信回路などとも呼ばれうる。送信ユニット113は、送
信器、トランスミッタ、送信マシン、送信回路などとも呼ばれうる。処理ユニットは、プ
ロセッサ、処理ボード、処理モジュール、処理装置などとも呼ばれうる。
【０２３３】
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　たとえば、実施形態において、受信ユニット111は、図3に示された実施形態のS301およ
びS302を行うように構成される。処理ユニット112は、図3に示された実施形態のS303を行
うように構成される。
【０２３４】
　たとえば、他の実施形態において、受信ユニット111は、図5に示された実施形態のS501
を行うように構成される。送信ユニット113は、図5に示された実施形態のS502を行うよう
に構成される。
【０２３５】
　本出願の実施形態は、通信装置をさらに提供する。通信装置は、上述の通信方法を行う
ように構成される。上述の通信方法は、ハードウェアまたはソフトウェアによって完全に
または部分的に実装されうる。ハードウェアが実装のために使用されるとき、実施形態に
おいて、通信装置は、ダウンリンク同期信号ブロックインデックス情報を取得するように
構成され、ランダムアクセス機会ROと同期信号ブロックとの間の関連付け関係を示すため
に使用される情報を受信するようにさらに構成された受信器と、同期信号ブロックインデ
ックス情報に対応するROにおいてネットワークデバイスにアクセスするように構成された
送信器とを含む。他の実施形態において、通信装置は、ネットワークデバイスによって送
信された第1の情報および/または第2の情報を受信するように構成された受信器であって
、第1の情報が、第1の時間周波数リソース上で第1のアップリンク信号を送信するように
命じるために使用され、および/または第2の情報が、第2の時間周波数リソース上で第2の
アップリンク信号を送信するように命じるために使用される、受信器と、第1の情報によ
って示される第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によっ
て示される第2の時間周波数リソースに含まれるときに、第1の時間周波数リソース内の第
3の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第1のアッ
プリンク信号を送信するように構成された、または第2の情報によって示される第2の時間
周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが第1の情報によって示される第1の時間周
波数リソースに含まれるときに、第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソース
以外の時間周波数リソース上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信す
るようにさらに構成された、または第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース
内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内
の第4の時間周波数リソースと重なるときに、第1の時間周波数リソース上でネットワーク
デバイスに第1のアップリンク信号を送信し、および/もしくは第2の時間周波数リソース
上でネットワークデバイスに第2のアップリンク信号を送信するようにさらに構成された
送信器とを含む。
【０２３６】
　任意で、具体的な実装において、通信装置は、チップまたは集積回路でありうる。
【０２３７】
　任意で、上述の実施形態の通信方法がソフトウェアによって完全にまたは部分的に実装
されるとき、通信装置は、プログラムを記憶するように構成されたメモリと、メモリによ
って記憶されたプログラムを実行するように構成されたプロセッサとを含む。プログラム
が行われるとき、通信装置は、上述の実施形態において提供される通信方法を実施するこ
とを可能にされる。
【０２３８】
　任意で、メモリは、物理的に独立したユニットであってもよく、またはプロセッサに統
合されてもよい。
【０２３９】
　任意で、上述の実施形態の通信方法がソフトウェアによって完全にまたは部分的に実装
されるとき、通信装置は、プロセッサのみを含みうる。プログラムを記憶するように構成
されたメモリは、通信装置の外に置かれる。プロセッサは、回路/配線によってメモリに
接続され、メモリに記憶されたプログラムを読み出し、実行するように構成される。
【０２４０】
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　プロセッサは、中央演算処理装置(central processing unit、CPU)、ネットワークプロ
セッサ(network processor、NP)、またはCPUとNPとの組合せでありうる。
【０２４１】
　プロセッサは、ハードウェアチップをさらに含みうる。上述のハードウェアチップは、
特定用途向け集積回路(application-specific integrated circuit、ASIC)、プログラマ
ブルロジックデバイス(programmable logic device、PLD)、またはこれらの組合せであり
うる。上述のPLDは、コンプレックスプログラマブルロジックデバイス(complex programm
able logic device、CPLD)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(field-programmabl
e gate array、FPGA)、汎用アレイ論理(generic array logic、GAL)、またはこれらの任
意の組合せでありうる。
【０２４２】
　メモリは、揮発性メモリ(volatile memory)、たとえば、ランダムアクセスメモリ(rand
om-access memory、RAM)を含みうる。メモリは、不揮発性メモリ(non-volatile memory)
、たとえば、フラッシュメモリ(flash memory)、ハードディスクドライブ(hard disk dri
ve、HDD)、またはソリッドステートドライブ(solid-state drive、SSD)も含みうる。メモ
リは、上述の種類のメモリの組合せをさらに含みうる。
【０２４３】
　図8に与えられる通信装置は、図3の方法の実施形態に対応する。図10に与えられる通信
装置は、図5の方法の実施形態に対応する。方法の実施形態のすべての説明は、通信装置
に適用可能である。
【０２４４】
　本出願の通信装置は、ネットワークデバイス、またはネットワークデバイスにインスト
ールされたチップもしくは集積回路でありうる。
【０２４５】
　通信装置がネットワークデバイスであることが、例として使用される。図12は、簡略化
されたネットワークデバイスの概略的な構造図である。ネットワークデバイスは、無線周
波数信号受信および送信および変換部ならびに122部分を含み、無線周波数信号受信およ
び送信および変換部は、受信ユニット121部分および送信ユニット123部分(これらは集合
的にトランシーバユニットとも呼ばれる)をさらに含む。無線周波数信号受信および送信
および変換部は、主に、無線周波数信号の受信および送信を行いし、無線周波数信号とベ
ースバンド信号との間の変換を行うように構成される。122部分は、主に、ベースバンド
処理を行い、ネットワークデバイスを制御するなどするように構成される。受信ユニット
121は、受信器、受信マシン、受信回路などとも呼ばれうる。送信ユニット123は、送信器
、トランスミッタ、送信マシン、送信回路などとも呼ばれうる。122部分は、通常、ネッ
トワークデバイスの制御の中心であり、または通常、図3もしくは図5のネットワークデバ
イスによって行われるステップを行うようにネットワークデバイスを制御するように構成
された処理ユニットと呼ばれうる。詳細に関しては、関連する部分の説明を参照されたい
。
【０２４６】
　122部分は、1つまたは複数の基板を含みうる。各基板は、1つまたは複数のプロセッサ
および1つまたは複数のメモリを含んでもよく、プロセッサは、ベースバンド処理機能を
実施し、ネットワークデバイスを制御するために、メモリ内のプログラムを読み、実行す
るように構成される。複数の基板が存在する場合、基板は、処理能力を高めるために相互
に接続されうる。任意の実装において、あるいは、複数の基板は、1つもしくは複数のプ
ロセッサを共有してもよく、または複数の基板は、1つもしくは複数のメモリを共有し、
または複数の基板は、1つもしくは複数のプロセッサを同時に共有する。
【０２４７】
　たとえば、実施形態において、送信ユニット123は、図3に示された実施形態のステップ
S301およびS302を行うように構成される。受信ユニット121は、図3に示された実施形態の
ステップS303を行うように構成される。
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【０２４８】
　たとえば、他の実施形態において、送信ユニット123は、図5に示された実施形態のステ
ップS501を行うように構成される。受信ユニット121は、図5に示された実施形態のステッ
プS302を行うように構成される。
【０２４９】
　本出願の実施形態は、通信装置をさらに提供する。通信装置は、上述の通信方法を行う
ように構成される。上述の通信方法は、ハードウェアまたはソフトウェアによって完全に
または部分的に実装されうる。ハードウェアが実装のために使用されるとき、実施形態に
おいて、通信装置は、端末デバイスにダウンリンク同期信号ブロックインデックス情報を
送信するように構成され、ランダムアクセスリソースROと同期信号ブロックとの間の関連
付け関係を示すために使用される情報を端末デバイスに送信するようにさらに構成された
送信器と、同期信号ブロックインデックス情報に対応するROにおいて端末デバイスによっ
て送信されるランダムアクセス信号を受信するように構成された受信器とを含む。他の実
施形態において、通信装置は、第1の情報および/または第2の情報を端末デバイスに送信
するように構成された送信器と、第1の情報によって示される第1の時間周波数リソース内
の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2の時間周波数リソースに含
まれるとき、第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソース以外の時間周波数リ
ソース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信するか、また
は第2の情報によって示される第2の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースが
第1の情報によって示される第1の時間周波数リソースに含まれるとき、第2の時間周波数
リソース内の第4の時間周波数リソース以外の時間周波数リソース上で端末デバイスによ
って送信される第2のアップリンク信号を受信するか、または第1の情報によって示される
第1の時間周波数リソース内の第3の時間周波数リソースが第2の情報によって示される第2
の時間周波数リソース内の第4の時間周波数リソースと重なるとき、第1の時間周波数リソ
ース上で端末デバイスによって送信される第1のアップリンク信号を受信し、および/もし
くは第2の時間周波数リソース上で端末デバイスによって送信される第2のアップリンク信
号を受信するように構成された受信器とを含む。
【０２５０】
　任意で、具体的な実装において、通信装置は、チップまたは集積回路でありうる。
【０２５１】
　任意で、上述の実施形態の通信方法がソフトウェアによって完全にまたは部分的に実装
されるとき、通信装置は、プログラムを記憶するように構成されたメモリと、メモリによ
って記憶されたプログラムを実行するように構成されたプロセッサとを含む。プログラム
が実行されるとき、通信装置は、上述の実施形態において提供される通信方法を実施する
ことを可能にされる。
【０２５２】
　任意で、メモリは、物理的に独立したユニットであってもよく、またはプロセッサに統
合されてもよい。
【０２５３】
　任意で、上述の実施形態の通信方法がソフトウェアによって完全にまたは部分的に実装
されるとき、通信装置は、プロセッサのみを含みうる。プログラムを記憶するように構成
されたメモリは、通信装置の外に置かれる。プロセッサは、回路/配線によってメモリに
接続され、メモリに記憶されたプログラムを読み出し、実行するように構成される。
【０２５４】
　プロセッサは、CPU、NP、またはCPUとNPとの組合せでありうる。
【０２５５】
　プロセッサは、ハードウェアチップをさらに含みうる。ハードウェアチップはASIC、PL
D、またはこれらの組合せでありうる。PLDは、CPLD、FPGA、GAL、またはこれらの任意の
組合せでありうる。
【０２５６】
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　メモリは、RAMなどの揮発性メモリを含みうる。あるいは、メモリは、フラッシュメモ
リ、ハードディスクドライブ、またはソリッドステートドライブなどの不揮発性メモリを
含みうる。あるいは、メモリは、上述の種類のメモリの組合せを含みうる。
【０２５７】
　当業者は、本明細書において開示された実施形態を参照して説明された例のユニットお
よびアルゴリズムのステップが電子的なハードウェアまたはコンピュータソフトウェアと
電子的なハードウェアとの組合せによって実装されうることを認識しているであろう。機
能がハードウェアによって行われるかまたはソフトウェアによって行われるかは、技術的
な解決策の特定の応用および設計の制約条件に応じて決まる。当業者は、異なる方法を使
用してそれぞれの特定の応用のために説明された機能を実装しうるが、実装は、本出願の
範囲を逸脱すると考えられるべきでない。
【０２５８】
　都合の良い簡潔な説明を目的として、システム、装置、およびユニットの詳細な動作プ
ロセスに関しては方法の実施形態の対応するプロセスを参照するものとすることが、当業
者によってはっきりと理解されるであろう。詳細は、本明細書において再度説明されない
。
【０２５９】
　本出願において提供されたいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置、
および方法は別様に実装されうることを理解されたい。たとえば、説明された装置の実施
形態は、例であるに過ぎない。たとえば、ユニットの分割は、論理的な機能の分割である
に過ぎず、実際の実装においてはその他の分割でありうる。たとえば、複数のユニットも
しくは構成要素が組み合わされるかもしくは他のシステムに統合されてもよく、またはい
くつかの特徴が無視されるかもしくは行われなくともよい。加えて、表示されたまたは検
討された相互の結合または直接的な結合または通信接続は、いくつかのインターフェース
を使用することによって実装されうる。装置またはユニットの間の間接的な結合または通
信接続は、電子的、機械的、またはその他の形態で実装されうる。
【０２６０】
　別々の部分として説明されたユニットは、物理的に分かれていてもよく、または物理的
に分かれていなくともよく、ユニットとして表示された部分は、物理的なユニットであっ
てもよく、または物理的なユニットではなくともよく、1つの位置に置かれてもよく、ま
たは複数のネットワークユニットに分散されてもよい。ユニットの一部またはすべては、
実施形態の解決策の目的を達成するために実際の要件に基づいて選択されうる。
【０２６１】
　さらに、本出願の実施形態の機能ユニットが、1つの処理ユニットに統合されてもよく
、またはユニットの各々が、物理的に単独で存在してもよく、または2つ以上のユニット
が、1つのユニットに統合されてもよい。
【０２６２】
　上述の実施形態のすべてまたは一部は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、またはこれらの任意の組合せによって実装されうる。ソフトウェアが実施形態を実装す
るために使用されるとき、実施形態は、コンピュータプログラム製品の形態で完全にまた
は部分的に実装されうる。コンピュータプログラム製品は、1つまたは複数のコンピュー
タ命令を含む。コンピュータプログラム命令がコンピュータにロードされ、実行されると
き、本出願の実施形態による手順または機能が、すべてまたは部分的に生成される。コン
ピュータは、多目的コンピュータ、専用コンピュータ、コンピュータネットワーク、また
はその他のプログラミング可能な装置でありうる。コンピュータ命令は、コンピュータ可
読記録媒体に記憶されてもよく、またはコンピュータ可読記録媒体を使用することによっ
て送信されてもよい。コンピュータ命令は、ウェブサイト、コンピュータ、サーバ、また
はデータセンターから他のウェブサイト、コンピュータ、サーバ、またはデータセンター
に有線(たとえば、同軸ケーブル、光ファイバ、もしくはデジタル加入者線(Digital Subs
criber Line、DSL))またはワイヤレス(たとえば、赤外線、無線、もしくはマイクロ波)で
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意の使用可能な媒体、または1つもしくは複数の使用可能な媒体を組み込むサーバもしく
はデータセンターなどのデータ記録媒体でありうる。使用可能な媒体は、磁気式媒体(た
とえば、フロッピーディスク、ハードディスク、または磁気テープ)、光学式媒体(たとえ
ば、デジタルバーサタイルディスク(digital versatile disc、DVD))、半導体媒体(たと
えば、ソリッドステートドライブ(solid state drive、SSD))などでありうる。
【０２６３】
　当業者は、実施形態の方法のプロセスのすべてまたは一部が関連するハードウェアに命
令するコンピュータプログラムによって実施されうることを理解するであろう。プログラ
ムは、コンピュータ可読記録媒体に記憶されうる。実行されているとき、プログラムは、
上述の方法の実施形態の手順を含みうる。上述の記録媒体は、読み出し専用メモリ(read-
only memory、ROM)、ランダムアクセスメモリ(random access memory, RAM)、磁気ディス
ク、または光ディスクなどの、プログラムコードを記憶することができる任意の媒体を含
む。
【符号の説明】
【０２６４】
　　700　通信装置
　　71　受信ユニット
　　72　処理ユニット
　　800　装置
　　81　送信ユニット
　　82　受信ユニット
　　900　装置
　　91　受信ユニット
　　92　送信ユニット
　　1000　装置
　　101　送信ユニット
　　102　受信ユニット
　　111　受信ユニット
　　112　処理ユニット
　　113　送信ユニット
　　121　受信ユニット
　　123　送信ユニット
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